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四

一
　
問
題
の
所
在

周
知
の
よ
う
に
、
現
代
の
社
会
生
活
に
お
い
て
は
、
保
険
・
金
融
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
多
く
の
分
野
で
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
取
引
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
新
種
の
サ
ー
ビ
ス
も
次
々
と
開
発
さ
れ
、
提
供
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
取
引
の
進
展

（
１
）

に
伴
っ
て
生
じ
得
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
す
る
た
め
に
、
法
的
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
規
制
対
象
と
す
る

こ
と
が
増
え
て
い
る
（
割
賦
販
売
法
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
、
商
標
法
、
不
正
競
争
防
止
法
な
ど
）。

サ
ー
ビ
ス
取
引
の
進
展
と
い
う
事
態
は
、
有
体
的
財
貨
の
供
給
と
い
う
「
与
え
る
債
務
（
給
付
）」
か
ら
各
種
役
務
の
提
供
と
い
う

「
な
す
債
務
（
給
付
）」
へ
と
、
債
務
態
様
の
重
要
性
が
移
っ
て
き
た
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
契
約
法
規
範
に

お
け
る
「
引
渡
債
務
」
か
ら
「
行
為
債
務
」
へ
の
比
重
の
拡
大
で
あ
る

（
２
）

。
し
か
し
、
役
務
を
伴
う
契
約
と
い
っ
て
も
、
役
務
の
み
を
目
的

と
す
る
も
の
か
ら
、「
物
」
の
供
給
と
混
合
す
る
場
合
も
み
ら
れ
、
ま
た
、
不
完
全
な
役
務
の
態
様
や
顧
客
の
救
済
方
法
も
色
々
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
役
務
お
よ
び
役
務
提
供
契
約
の
多
様
性
か
ら
は
、
民
法
典
の
諸
規
定
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
し
き
れ
な
い
問
題
も
浮
上
す

る
。
民
法
典
に
お
け
る
契
約
法
の
諸
規
定
は
、
専
ら
「
物
」
給
付
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
役
務
へ
の
法
的
対
応
は
十
分
で
は
な
い
。

債
権
総
則
規
定
で
は
、「
債
権
の
目
的
」（
三
九
九
条
以
下
）
に
つ
き
、
債
務
（
給
付
）
の
概
念
分
類
に
は
一
切
言
及
し
て
お
ら
ず
、
主
体
と

し
て
の
役
務
提
供
者
の
視
点
や
対
象
と
し
て
の
役
務
の
視
点
か
ら
定
め
ら
れ
た
規
定
も
な
い
。
ま
た
、
契
約
規
定
の
中
に
役
務
提
供
型
の

典
型
契
約
と
し
て
雇
用
・
請
負
・
委
任
・
寄
託
を
お
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
多
様
な
役
務
の
一
部
を
抽
象
的
概
念
で
も
っ
て
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
不
完
全
な
役
務
に
対
す
る
提
供
者
責
任
の
一
端
を
呈
示
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て
も

）
五
八
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

五

提
供
者
の
債
務
不
履
行
責
任
や
契
約
不
適
合
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、「
物
」
給
付
と
は
異
な
り
、
役
務
提
供

に
あ
っ
て
は
、
給
付
結
果
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
瑕
疵
の
な
い
役
務
と
は
何
か
が
そ
も
そ
も
定
ま
っ
て
い
な
い
う
え
に
、
実

際
に
な
さ
れ
た
役
務
の
質
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
導
か
れ
る
効
果
に
つ
い
て
も
、
単
に
損
害
賠
償
や
契
約

解
除
に
よ
っ
て
不
完
全
な
役
務
か
ら
の
救
済
を
図
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
今
回
（
二
〇
一
七
年
）
の
改
正
民
法
に
導
入
さ
れ
た
契

約
不
適
合
責
任
（
五
六
二
条
以
下
）
の
適
用
に
関
し
て
も
、
そ
れ
は
物
給
付
を
伴
う
契
約
（
物
の
製
作
・
修
繕
、
運
送
、
寄
託
な
ど
）
の
み
が

対
象
と
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
一
定
の
結
果
の
達
成
が
約
束
さ
れ
た
契
約
に
限
定
適
用
さ
れ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
物
給
付
を
伴
わ
な
い

役
務
提
供
（
純
粋
役
務
＝
情
報
提
供
や
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
に
も
適
用
可
能
か
な
ど
が
問
題
と
な
ろ
う

（
３
）

。

学
説
に
お
い
て
も
、
役
務
提
供
契
約
を
検
討
す
べ
き
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、「
物
」
の
供
給
に
関
す
る
契
約
類
型
と
並
立
さ
せ
た
役
務

提
供
型
契
約
類
型
の
定
立
や
欠
陥
・
瑕
疵
の
あ
る
役
務
の
認
定
判
断
な
ど
に
関
し
て
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
契
約
締
結
に
際
し

て
の
事
業
者
の
説
明
・
表
示
義
務
の
内
容
や
約
款
規
制
、
役
務
の
安
全
性
確
保
の
具
体
的
方
策
、
継
続
的
契
約
関
係
に
お
け
る
中
途
解
約

権
の
保
障
や
代
金
前
払
契
約
の
規
制
な
ど
、
実
務
上
の
対
応
を
要
す
る
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
未
だ
役
務
提
供
型
の
契
約

法
は
生
成
途
上
に
あ
り
、
役
務
提
供
者
責
任
の
体
系
化
も
そ
の
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る

（
４
）

。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
、
役
務
提
供
契
約
の
目
的
で
あ
る
行
為
債
務
の
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
帰
責
構
造
を
検
討
す

る
。
改
正
民
法
四
一
五
条
は
、
改
正
前
民
法
四
一
五
条
の
「
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」
と
い
う
文
言
を
損
害
賠
償
の
一
般
的
免

責
要
件
と
し
て
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
そ
の
判
断
基
準
を
「
契
約
そ
の
他
の
債
務
の
発
生
原
因
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
」
に
求
め
る
こ

と
を
明
記
す
る
。
こ
こ
で
債
務
者
が
不
履
行
責
任
を
負
う
理
由
は
、
契
約
に
よ
り
約
束
し
た
債
務
を
履
行
し
な
い
と
い
う
「
契
約
の
拘
束

力
」（「
契
約
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（pacta sunt servanda

）」
と
い
う
原
則
〔
パ
ク
タ
原
則
〕）
に
求
め
ら
れ
、
行
動
の
自
由
の
保
障
を

）
五
八
九
（
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六

基
礎
に
据
え
た
伝
統
的
な
過
失
責
任
の
原
則
（
過
失
責
任
主
義
）
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
説
明
さ
れ
る

（
５
）

。

し
か
し
、
改
正
民
法
に
お
い
て
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
成
立
要
件
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
か
は
判
然
と
し

な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
損
害
賠
償
の
成
立
要
件
は
「
債
務
の
不
履
行
」
と
「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
と
い
う
二
元
的
構
成
に

立
脚
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
理
解
に
関
し
て
は
様
々
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
き
た

（
６
）

。
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て

は
、
専
ら
役
務
の
提
供
（
行
為
債
務
）
の
み
を
内
容
と
す
る
契
約
の
ほ
か
、「
物
」
の
供
給
と
の
関
連
性
も
踏
ま
え
た
類
型
化
が
な
さ
れ
、

履
行
結
果
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
給
付
実
態
に
即
し
た
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
当
事
者
の
契
約
関
係
に
お
け

る
行
為
態
様
、
す
な
わ
ち
、
履
行
過
程
に
お
け
る
具
体
的
な
行
為
義
務
の
違
反
が
、
債
務
不
履
行
の
判
断
基
準
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ド
イ
ツ
法
を
素
材
に
し
て
検
討
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
（
以
下
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
称
す
る
）

は
、
給
付
障
害
を
債
務
関
係
か
ら
生
じ
る
「
義
務
違
反
（P

flichtverletzung

）」
概
念
に
包
括
し
、
契
約
義
務
の
存
立
根
拠
規
定
を
設
け
、

積
極
的
債
権
侵
害
論
の
展
開
過
程
で
理
論
的
深
化
が
進
め
ら
れ
た
契
約
義
務
論
の
成
果
が
収
斂
さ
れ
た
。
ま
た
、「
帰
責
事
由

（V
ertretenm

üssen

）」
に
関
し
て
は
、
そ
の
原
則
を
過
失
責
任
主
義
に
求
め
、
過
失
責
任
原
理
の
評
価
や
債
務
（
給
付
）
類
型
に
関
連
づ

け
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
法
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
も
、
ド
イ
ツ
法
は
格
好
の
理
論
モ
デ
ル
を
提
供
す
る

で
あ
ろ
う

（
７
）

。

）
五
八
八
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

七

二
　
契
約
法
規
範
の
変
容
と
改
正
民
法
の
規
律
構
造

１
　
契
約
法
規
範
の
変
容
と
役
務
提
供
契
約

⑴

　契
約
法
規
範
の
変
容

周
知
の
よ
う
に
、
近
代
民
法
の
基
本
原
則
で
あ
る
契
約
自
由
の
原
則
（
民
法
五
二
一
条
・
五
二
二
条
二
項
）
は
、
当
事
者
の
対
等
性
・
互

換
性
を
前
提
と
す
る
が
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
当
事
者
間
の
経
済
的
・
社
会
的
格
差
（
特
に
情
報
力
・
交
渉
力
格
差
）
の
問
題
性
が
露
呈

し
、
そ
の
修
正
が
図
ら
れ
て
き
た
（
締
約
強
制
、
方
式
規
制
、
内
容
の
適
正
化
な
ど
）。
し
か
し
、
他
方
で
、
近
年
の
契
約
法
の
潮
流
と
し
て
、

契
約
自
由
の
強
調
な
い
し
合
意
重
視
の
傾
向
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
る

（
８
）

。
そ
れ
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
自
己
決
定
に
よ
る
契
約
自
由

の
強
調
や
契
約
利
益
を
中
心
と
す
る
債
権
法
の
構
築
へ
向
け
た
動
き
、
契
約
の
尊
重
（
保
護
）
思
想

（
９
）

と
い
っ
た
諸
場
面
で
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
今
日
で
は
、「
契
約
自
由
の
修
正
」
と
「
契
約
自
由
の
復
権
」
が
併
行
・
拮
抗
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ

る
。ま

た
、
取
引
社
会
の
進
展
に
対
応
し
て
契
約
形
態
が
変
容
し
て
き
た
こ
と
も
、
現
代
契
約
法
の
特
徴
で
あ
る

（
10
）

。
契
約
当
事
者
（
主
体
）

の
具
体
的
な
属
性
（
消
費
者
・
事
業
者
・
労
働
者
な
ど
）
へ
の
配
慮
、
契
約
内
容
の
定
型
化
や
取
引
方
法
の
多
様
化
に
よ
る
特
別
法
の
制

定
・
改
正
の
進
展
（
割
賦
販
売
法
・
特
定
商
取
引
法
・
金
融
商
品
販
売
法
な
ど
）、
取
引
関
係
の
多
角
化
（
複
数
の
契
約
関
係
の
連
鎖
〔
連
続

（
11
）

〕
や

循
環
構
造
な
ど
）
の
ほ
か
、
契
約
目
的
物
の
多
様
化
と
い
う
特
徴
も
顕
著
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
目
的
物
と
し
て
、
大
量
生
産
さ
れ

た
代
替
性
の
あ
る
種
類
物
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、
情
報
や
無
形
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
が
増
大
し
、
役
務
提
供
契
約
お
よ
び
行
為
債
務
は

現
代
契
約
法
の
特
徴
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
問
題
で
あ
る
。

）
五
八
五
（
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八

⑵

　役
務
提
供
契
約
論
の
展
開

役
務
提
供
契
約
お
よ
び
行
為
債
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
一
般
契
約
法
や
契
約
類
型
の
視
点
か
ら
そ
の
特
徴
と
概
念
の
意
義
が

説
か
れ
、
ま
た
、
役
務
の
欠
陥
・
瑕
疵
に
対
す
る
役
務
提
供
者
責
任
が
論
じ
ら
れ
て
き
た

（
12
）

。
特
に
、
役
務
提
供
契
約
お
よ
び
提
供
者
責
任

を
消
費
者
被
害
の
救
済
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

⒜

　役
務
提
供
契
約
の
性
質
決
定

　
行
為
債
務
（
な
す
債
務
）
概
念
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
の
結
果
債
務
・
手
段
債
務
概
念
に

対
応
さ
せ
て
論
じ
る
見
解
が
有
力
で
あ
り
、
役
務
提
供
給
付
の
特
徴
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
と
り
わ
け
、
役
務
の
不
可
視
性
・
無
形
性
、

品
質
の
客
観
的
評
価
の
困
難
性
、
復
元
返
還
の
困
難
性
、
貯
蔵
不
可
能
性
、
人
的
依
存
性
・
信
用
供
与
的
性
格
、
役
務
態
様
の
多
様
性
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
役
務
提
供
契
約
は
、「
物
」
の
供
給
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
類
型
化
さ
れ
る
（
物
供
給
と
混
合
す
る
場

合
、
物
に
関
わ
ら
な
い
場
合
〔
純
粋
役
務
〕）
と
と
も
に
、
履
行
結
果
の
態
様
（
結
果
の
達
成
が
約
束
さ
れ
て
い
る
場
合
〔
さ
ら
に
有
形
的
に
具
現
化

す
る
も
の
と
無
形
の
も
の
〕
と
約
束
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
こ
れ
ら
の
混
合
型
）
に
即
し
た
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
典
型
契
約
と
の

対
比
か
ら
、
役
務
提
供
自
体
を
目
的
と
す
る
の
か
（
雇
用
・
委
任
）、
一
定
の
結
果
の
達
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
か
（
請
負
）
と
い
う

「
給
付
目
的
の
差
違
」、
あ
る
い
は
役
務
（
労
務
）
提
供
者
の
役
務
受
領
者
か
ら
の
独
立
性
（
請
負
・
委
任
）、
従
属
性
（
雇
用
）
と
い
っ
た

「
当
事
者
の
関
与
」
の
度
合
に
応
じ
た
差
別
化
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
当
事
者
に
よ
る
結
果
達
成
の
期
待
は
契
約
に
よ
り

異
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
当
事
者
間
の
独
立
性
・
従
属
性
と
い
う
点
も
段
階
的
な
い
し
類
型
的
に
種
々
考
え
ら
れ
る

（
13
）

。
多
様
な
役
務
提
供
給

付
を
包
括
す
る
視
点
や
分
類
す
る
枠
組
み
は
確
立
さ
れ
て
は
い
な
い
。

以
上
の
状
況
か
ら
は
、
典
型
契
約
制
度
の
意
義
な
い
し
契
約
類
型
の
機
能
に
関
し
て
も
改
め
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

（
14
）

。
最
近
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
議
論
の
紹
介
も
盛
ん
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
の
解
釈
か
ら
性
質
を
決
定
し
、
具
体
的
事
案
に
適
用
可
能

）
五
五
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

九

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
確
定
す
る
と
い
う
作
業
の
一
環
で
あ
る
「
契
約
の
法
性
決
定
」
に
関
す
る
議
論
の
検
討

（
15
）

や
、
契
約
の
一
般
理
論
と
各
種

の
典
型
契
約
の
規
律
と
の
間
に
特
定
の
問
題
に
関
し
て
共
通
の
性
質
を
も
つ
同
系
類
の
契
約
に
妥
当
す
る
理
論
（
中
間
理
論
）
に
関
す
る

議
論
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
16
）

。

⒝

　役
務
提
供
者
責
任

　
役
務
提
供
者
責
任
の
性
質
・
内
容
に
関
し
て
も
、
そ
の
解
明
へ
向
け
た
一
定
の
傾
向
を
窺
う
こ
と
は
で
き
ず
、

諸
説
が
林
立
す
る
。
結
果
債
務
・
手
段
債
務
類
型
か
ら
の
分
析
や
「
物
」
給
付
と
関
連
づ
け
た
不
完
全
な
役
務
の
判
断
、
消
費
者
保
護
の

見
地
か
ら
役
務
提
供
者
の
注
意
義
務
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
考
え
方
な
ど
、
そ
の
解
決
方
向
性
に
関
し
て
は
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
、
上

述
の
役
務
提
供
給
付
の
諸
特
徴
か
ら
は
、
そ
の
債
務
不
履
行
や
契
約
不
適
合
の
判
断
は
容
易
で
は
な
い
。
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
典
型
・

非
典
型
契
約
を
含
む
多
く
の
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
事
例
が
集
積
さ
れ
て
き
て
い
る
が

（
17
）

、
同
種
の
事
案
に
お
い
て
帰
責
根
拠
（
被
違
反

義
務
）
の
理
解
は
一
致
せ
ず
、
ま
た
、
債
務
内
容
の
特
定
や
債
務
者
の
な
し
た
行
為
の
事
実
認
定
と
本
旨
不
履
行
の
評
価
に
関
す
る
判
断

過
程
が
明
確
で
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。

私
見
は
、
不
完
全
履
行
論
の
成
果
か
ら
解
決
方
向
性
を
得
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
不
完
全
履
行
概
念
は
、
履
行
遅
滞
と
履
行
不

能
と
い
う
二
つ
の
態
様
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
も
の
を
捉
え
る
た
め
の
い
わ
ば
補
充
的
な
態
様
と
し
て
、
不
履
行
責
任
の
拡
張
を
も
た
ら

し
た
。
そ
し
て
、
次
第
に
多
種
多
様
な
役
務
提
供
契
約
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
行
為
債
務
の
重
要
性
が
増
す
に
至
り
、
こ
の
種

の
債
務
に
あ
っ
て
は
「
与
え
る
債
務
（
引
渡
債
務
）」
以
上
に
不
完
全
履
行
が
重
要
な
意
味
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
不
完
全
履
行
論
は
、
契
約
上
の
債
務
・
義
務
構
造
に
関
す
る
理
論
的
進
化
を
も
た
ら
し
た
点
で
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
債

務
・
義
務
に
立
脚
し
て
債
務
不
履
行
を
捉
え
る
分
析
手
法
は
、
本
旨
不
履
行
の
判
断
基
準
を
解
明
す
る
う
え
で
有
用
で
あ
り
、
ま
た
、
役

務
提
供
契
約
で
は
当
事
者
の
契
約
関
係
に
お
け
る
行
為
態
様
（
行
為
義
務
）
が
評
価
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
債
務
者
の
帰
責
性
が

）
五
五
九
（
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一
〇

よ
り
鮮
明
に
な
り
得
る
と
考
え
る

（
18
）

。
こ
の
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
積
極
的
債
権
侵
害
論
（
契
約
義
務
論
）
の
成
果
を
導
入
し
た
ド
イ
ツ
給
付

障
害
法
は
、
格
好
の
理
論
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
。

２
　
改
正
民
法
の
規
律
構
造

⑴

　役
務
提
供
契
約
と
民
法
改
正

今
回
の
改
正
民
法
の
立
法
過
程
お
よ
び
契
約
法
の
規
律
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
留
意
点
が
認
め
ら
れ
る
。
民
法
（
債
権
法
）
改
正
委

員
会
の
改
正
試
案
お
よ
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
法
制
審
に
お
い
て
は
、
役
務
提
供
契
約
に
関
し
て
検
討
さ
れ
た

（
19
）

。
そ
こ
で
は
、
雇
用
・
請

負
・
委
任
・
寄
託
を
包
括
す
る
上
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
「
役
務
提
供
契
約
」
を
位
置
づ
け
、
無
名
の
役
務
提
供
契
約
に
つ
い
て
も
適
用

さ
れ
る
総
則
規
定
と
し
て
、
①
役
務
提
供
者
の
義
務
、
②
具
体
的
報
酬
請
求
権
の
発
生
に
関
す
る
一
般
原
則
、
③
役
務
受
領
者
の
任
意
解

除
権
と
そ
れ
に
伴
う
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
予
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中
間
試
案
の
段
階
で
総
則
規
定
を
お
く
こ
と
が
断
念

さ
れ
、
準
委
任
の
規
定
の
改
正
に
拠
る
こ
と
と
し
た
が

（
20
）

、
要
綱
仮
案
の
段
階
で
そ
れ
も
見
送
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
法
制
審
で
は
、
様
々
な
役
務
提
供
を
内
容
と
す
る
契
約
の
う
ち
で
、
委
任
に
関
す
る
規
定
が
妥
当
す
る
類
型
も
あ
れ
ば
、

そ
う
で
な
い
類
型
も
あ
り
、
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
を
前
提
に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
受
任
者
の
知
識
や
技
能
と
い
っ
た
専
門
性
を
重
視

し
て
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
（
た
と
え
ば
、
医
療
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）、
準
委
任
を
類
型
化
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
基
準
の
合

理
性
や
明
確
性
の
点
で
疑
問
が
あ
る
と
さ
れ
た

（
21
）

。
そ
し
て
、
結
局
、
委
任
の
規
定
が
準
用
さ
れ
な
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る
規
律
が
不
明
確

で
あ
り
、
他
方
で
、
適
用
さ
れ
る
規
律
を
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
な
っ
た

（
22
）

。
な
お
、

「
継
続
的
契
約
」
に
関
し
て
も
、
中
間
試
案
の
段
階
で
は
共
通
す
る
規
律
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
（
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
の
終
了
、
期
間

の
定
め
の
な
い
契
約
の
終
了
、
解
除
の
効
力

（
23
）

）、
要
綱
仮
案
に
至
る
過
程
で
見
送
ら
れ
た

（
24
）

。

）
五
五
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

一
一

そ
の
後
成
立
し
た
改
正
民
法
に
お
い
て
は
、
契
約
自
由
の
原
則
が
明
文
化
さ
れ
（
五
二
一
条
・
五
二
二
条
二
項
）、
典
型
契
約
の
諾
成
契

約
化
が
図
ら
れ
た
（
諾
成
的
消
費
貸
借
〔
五
八
七
条
の
二
〕、
使
用
貸
借
〔
五
九
三
条
〕、
寄
託
〔
六
五
七
条
〕）。
ま
た
、
売
買
の
契
約
不
適
合
責

任
（
五
六
二
条
以
下
）
の
有
償
契
約
へ
の
準
用
（
五
五
九
条
。
請
負
の
瑕
疵
担
保
責
任
規
定
の
削
除
）
や
履
行
（
ま
た
は
利
益
）
割
合
に
応
じ
た
報

酬
請
求
権
規
定
の
創
設
（
六
二
四
条
の
二
〔
雇
用
〕、
六
三
四
条
〔
請
負
〕、
六
四
八
条
三
項
〔
委
任
〕、
六
六
五
条
〔
六
四
八
条
の
準
用
。
寄
託
〕）
な

ど
、
役
務
提
供
契
約
に
対
応
す
る
規
律
も
認
め
ら
れ
る
。

⑵

　契
約
責
任
法
の
構
造

⒜

　債
務
不
履
行
責
任

　
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
改
正
民
法
は
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
（
四
一
五
条
）
を
「
契
約
の
拘

束
力
」（
パ
ク
タ
原
則
）
か
ら
導
く

（
25
）

。
こ
れ
は
、
近
時
の
国
際
的
な
契
約
法
の
潮
流
（
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
連
条
約
〔
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
〕、

ユ
ニ
ド
ロ
ワ
国
際
商
事
契
約
原
則
〔
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
〕、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
〔
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
〕
な
ど
）
を
背
景
と
す
る
理
解
で
あ
る
と
さ
れ
、
伝
統

的
な
過
失
責
任
主
義
は
放
棄
さ
れ
、
契
約
で
引
き
受
け
た
債
務
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
賠
償
責
任
は
免
れ
ず
、
そ
れ
が
契
約
の
想
定
外
の

リ
ス
ク
が
原
因
と
な
っ
て
生
じ
た
場
合
に
は
例
外
と
し
て
免
責
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
契
約
当
事
者
の
合
意
に
基
づ
き
債
務

者
が
い
か
な
る
内
容
の
債
務
を
引
き
受
け
た
の
か
と
い
う
契
約
の
解
釈
が
決
め
手
と
な
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
成
立
要
件
は
、「
債
務
の
不
履
行
」
と
「
帰
責
事
由
（
過
失
）」

の
二
元
的
構
成
に
立
脚
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
改
正
民
法
四
一
五
条
に
お
い
て
、「
債
務
の
不
履
行
」
の
判
断
基
準
、「
帰
責

事
由
」・「
非
帰
責
事
由
（
免
責
事
由
）」
の
理
解
と
「
債
務
の
不
履
行
」
と
の
関
係
、
不
法
行
為
規
範
と
の
関
係
な
ど
、
規
律
構
造
は
判
然

と
し
な
い

（
26
）

。「
契
約
の
拘
束
力
」
に
基
づ
く
考
え
方
（
約
束
〔
合
意
〕
し
た
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
）
を
重
視
す
る
と
、「
債
務
の
不
履
行
」

の
判
断
の
み
で
損
害
賠
償
を
認
め
る
か
、
あ
る
い
は
契
約
内
容
の
判
断
と
帰
責
事
由
の
有
無
の
判
断
と
が
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
が

（
27
）

、
こ

）
五
五
九
（
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一
二

の
点
の
理
解
も
明
ら
か
で
は
な
い
。「
行
為
債
務
」（
特
に
手
段
債
務
〔
例
、
医
師
の
診
療
債
務
〕）
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の
具
体
的
な
行
為

に
対
す
る
評
価
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
従
来
か
ら
の
過
失
判
断
と
の
相
違
は
な
い
と
み
る
と
、
帰
責
事
由
概
念
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ

き
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
そ
う
す
る
と
、「
物
」
給
付
（
財
産
権
移
転
型
・
利
用
型
契
約
）
と
は
別
に
、
役
務
提
供
契
約
に
対
応
さ
せ
た
特

別
の
責
任
法
の
構
築
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
帰
責
根
拠
を
「
契
約
の
拘
束
力
」（「
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
契
約
に
よ
り
引
き
受
け
た
債
務
の
内
容
を
実
現
し
な
い
」
と
い
う
事
態
）

に
求
め
る
立
場
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
本
来
的
債
権
の
効
力
と
し
て
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
か
ら
は
、
損
害
賠
償
は

責
任
法
理
と
い
う
よ
り
も
本
来
の
債
務
の
履
行
を
確
保
・
実
現
さ
せ
る
制
度
（
代
償
的
給
付
な
い
し
反
対
給
付
と
の
調
整
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

不
法
行
為
規
範
と
の
峻
別
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
方
向
へ
向
か
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠

償
は
あ
く
ま
で
責
任
法
理
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
み
れ
ば
、
損
害
賠
償
責
任
を
正
当
化
す
べ
く
根
拠
が
必
要
と
は

な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

履
行
・
追
完
請
求
や
代
金
減
額
請
求
、
解
除
と
は
異
な
り
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
は
、
本
来
的
債
務
の
実
現
（
債
務
の
履
行

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
債
権
者
が
被
っ
た
損
害
）
の
み
な
ら
ず
、
債
務
が
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
（
債

務
の
不
履
行
の
結
果
債
権
者
が
被
っ
た
損
害
）
の
賠
償
ま
で
及
び
得
る
の
で
あ
り
、
債
務
内
容
の
実
現
の
範
囲
を
超
え
た
損
害
賠
償
の
帰
責
根

拠
を
別
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
帰
責
事
由
と
し
て
の
「
過
失
」
を
根
拠
と
し
て
き
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
過
失
責
任
主
義
を
堅
持
す
る
理
由
も
、
こ
の
よ
う
な
正
当
化
根
拠
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
債
務
の
不
履
行
」
と
「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
に
よ
る
二
元
的
要
件
構
成
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

（
28
）

。

も
っ
と
も
、
学
説
上
の
最
大
の
争
点
で
あ
る
「
過
失
責
任
主
義
」
か
「
契
約
の
拘
束
力
」
か
と
い
う
損
害
賠
償
の
帰
責
根
拠
に
関
し
て
は
、

）
五
五
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

一
三

四
一
五
条
の
明
文
か
ら
は
直
接
に
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⒝

　契
約
不
適
合
責
任

　
改
正
民
法
は
、
長
ら
く
法
的
性
質
に
関
し
て
争
い
の
あ
っ
た
瑕
疵
担
保
責
任
に
つ
い
て
、
債
務
不
履
行
責
任

（
不
完
全
履
行
責
任
）
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。「
隠
れ
た
瑕
疵
」
概
念
に
代
わ
る
「
契
約
不
適
合
」
概
念
の
採
用
、
追
完

請
求
権
お
よ
び
代
金
減
額
請
求
権
の
創
設
、
請
負
契
約
独
自
の
担
保
責
任
規
定
の
削
除
な
ど
、
改
正
前
民
法
の
規
律
を
大
き
く
変
え
て
い

る
（
29
）

。「
引
き
渡
さ
れ
た
目
的
物
が
種
類
、
品
質
又
は
数
量
に
関
し
て
契
約
の
内
容
に
適
合
し
な
い
」
場
合
（
五
六
二
条
一
項
）、
売
主
の
帰
責

事
由
を
要
す
る
こ
と
な
く
追
完
請
求
権
（
五
六
二
条
）・
代
金
減
額
請
求
権
（
五
六
三
条
）
が
認
め
ら
れ
る
。
損
害
賠
償
請
求
権
お
よ
び
契

約
解
除
権
は
、
債
務
不
履
行
の
一
般
原
則
に
よ
る
が
（
五
六
四
条
）、
権
利
行
使
の
期
間
制
限
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
（
五
六
六
条
。
物
の
種

類
・
品
質
の
不
適
合
の
場
合
に
限
定
）。
そ
し
て
、
売
買
の
規
定
は
、
そ
れ
以
外
の
有
償
契
約
に
準
用
さ
れ
る
（
五
五
九
条
）。

目
的
物
の
契
約
不
適
合
が
役
務
（
行
為
債
務
）
の
瑕
疵
に
起
因
す
る
場
合
（
物
の
製
作
・
修
繕
、
運
送
、
寄
託
な
ど
）
は
、
目
的
物
に
関
連

づ
け
た
責
任
構
成
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
（
財
産
権
）
の
移
転
自
体
を
目
的
と
す
る
売
買
と
は
異
な
り
、
仕
事
の
完
成
と
い
う
役

務
の
提
供
を
主
た
る
目
的
と
す
る
請
負
で
は
、
そ
の
評
価
要
素
も
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
が
責
任
構
造
の
理
解
に
も
関
わ
っ
て
く
る

（
30
）

。
さ
ら

に
、
物
に
関
わ
ら
な
い
役
務
提
供
給
付
（
純
粋
役
務
＝
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
瑕
疵
が
問
題

と
な
る
場
合
に
は
、
契
約
不
適
合
責
任
の
適
用
・
準
用
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。「
物
」
給
付
と
は
異
な
り
、
役
務
提
供
給
付

に
あ
っ
て
は
、
給
付
結
果
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
瑕
疵
の
な
い
役
務
と
は
何
か
が
定
ま
っ
て
い
な
い
場
合
も
多
く
、
実
際
に

な
さ
れ
た
役
務
の
質
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
一
応
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
責
任
内
容
と
し
て
は
、
不
完
全

な
結
果
の
是
正
な
い
し
原
状
回
復
と
し
て
の
瑕
疵
修
補
請
求
や
新
た
な
役
務
提
供
請
求
、
場
合
に
よ
っ
て
は
役
務
提
供
者
の
変
更
請
求

）
五
五
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

一
四

（「
物
」
取
引
の
代
物
請
求
に
相
応
）
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
契
約
不
適
合
責
任
の
効
果
と
も
親
和
的
で
あ
る
。
契
約
不
適
合
責
任
を
契
機
に
、

役
務
提
供
者
責
任
の
帰
責
構
造
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

三
　
ド
イ
ツ
給
付
障
害
法
に
お
け
る
議
論
状
況

１
　
役
務
提
供
型
契
約
類
型
の
変
遷

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
国
内
法
と
し
て
の
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
も
、
役
務
提
供
給
付
（D

ienstleistung

）
概
念
の
理
解
は
未
だ
一
致
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
役
務
提
供
契
約
の
規
律
構
成
に
関
し
て
も
議
論
が
あ
り
、
生
成
途
上
に
あ
る

（
31
）

。

ロ
ー
マ
法
で
は
、
適
切
な
訴
権
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
契
約
類
型
へ
の
当
て
は
め
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
統
一
的
な
賃
貸
借
契
約

（locatio conductio

〔
賃
約
〕）
が
、
役
務
提
供
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
た

（
32
）

。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
は
、
あ
る
も
の
を
一
定
の
代
価
と
引
換

え
に
自
由
に
処
分
さ
せ
、
賃
借
人
は
、
合
意
さ
れ
た
利
用
ま
た
は
労
務
お
よ
び
そ
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
（
物
・
労
務
の
利
用
、

人
・
物
の
運
送
、
目
的
物
の
加
工
・
修
繕
な
ど
）
と
す
る
契
約
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
多
様
な
内
容
を
有
す
る
賃
貸
借
契
約
は
、
中
世
以
降
（
一
六
、
一
七
世
紀
）
徐
々
に
分
化
さ
れ
、
物
賃

貸
借
（locatio conductio rei

）、
労
務
賃
貸
借
（locatio conductio operarum

）、
仕
事
賃
貸
借
（locatio conductio operis

）
に
三
分
さ
れ

て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
物
賃
貸
借
か
ら
後
二
者
が
区
別
さ
れ
、
各
々
雇
用
契
約
と
請
負
契
約
と
し
て
確
立
し
た
。
ド
イ
ツ
の
パ
ン
デ
ク
テ

ン
法
学
は
、
こ
の
よ
う
な
雇
用
契
約
と
請
負
契
約
の
峻
別
を
受
け
継
ぎ
、
労
務
の
完
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
契
約
と
、
労
務
の
完
成

へ
向
け
た
手
段
を
講
じ
る
こ
と
だ
け
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
契
約
に
細
分
さ
れ
て
い
っ
た

（
33
）

。

）
五
五
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

一
五

こ
う
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
以
上
の
三
分
類
の
伝
統
を
承
継
し
、
役
務
提
供
契
約
は
、
仕
事
（
労
務
）
の
完
成
の
有
無
に
応
じ
て
雇
用
契

約
と
請
負
契
約
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
一
般
的
理
解
と
な
っ
て
い
る

（
34
）

。
委
任
契
約
は
、
無
償
契
約
と
さ
れ
て
い
る
た

め
に

（
35
）

、
役
務
提
供
契
約
の
類
型
と
し
て
の
重
要
な
意
味
を
有
し
な
い
。
ま
た
、
有
償
事
務
処
理
契
約
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
）
は
、
事
務
処
理

を
内
容
と
す
る
雇
用
契
約
ま
た
は
請
負
契
約
に
委
任
の
ル
ー
ル
が
補
充
適
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
独
立
し
た
契
約
類
型
と
し
て
は
扱
わ
れ

な
い

（
36
）

。
な
お
、
高
度
な
役
務
提
供
給
付
（
医
師
・
弁
護
士
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
高
級
労
務
）
を
目
的
と
す
る
契
約
は
、
雇
用
契
約
に
分
類
さ
れ
る

（「
自
由
な
雇
用
契
約
〔freier D

ienstvertrag

〕」
と
称
さ
れ
る

（
37
）

）。

２
　
損
害
賠
償
請
求
権
の
成
立
要
件

⑴

　給
付
障
害
の
統
一
的
要
件
と
し
て
の
「
義
務
違
反
」

Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
二
〇
〇
二
年
よ
り
施
行
さ
れ
た
債
務
法
現
代
化
法
に
よ
り
、
不
能
と
遅
滞
に
限
定
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
規
定
を
改
正
し
、

給
付
障
害
を
包
括
す
る
統
一
的
な
「
義
務
違
反
」
概
念
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
権
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、「
義
務
違

反
」
に
つ
き
「
帰
責
事
由
」
が
存
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る

（
38
）

。
不
能
・
遅
滞
お
よ
び
保
護
義
務
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
一
条
二
項
）
違
反
を
根
拠
と

す
る
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
・
三
項
、
同
二
八
一
条
、
同
二
八
二
条
、
同
二
八
三
条
）、
給
付
遅
滞
に
よ
る
損
害
賠

償
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
二
項
、
二
八
六
条
）、
義
務
違
反
に
基
づ
く
一
般
的
な
損
害
賠
償
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
）
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
ま
ず
、
債
務
者
の
行
為
が
契
約
そ
の
他
の
債
務
関
係
の
本
旨
に
適
合
し
な
い
と
い
う
事
態
を
義
務
違
反
概
念
に
即
し
て
判

断
す
る
。
給
付
障
害
の
統
一
的
概
念
と
し
て
「
義
務
違
反
」
を
定
め
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
一
文
）、
さ
ら
に
、
債
務
関
係
か
ら
生
じ
る

義
務
に
関
し
て
は
、
給
付
に
関
連
す
る
義
務
（
同
二
四
一
条
一
項
）
に
限
定
さ
れ
ず
、
そ
の
他
の
義
務
（
同
条
二
項
）
お
よ
び
法
律
行
為
に

類
似
し
た
債
務
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
（
と
り
わ
け
、
契
約
締
結
上
の
過
失
に
基
づ
く
義
務
〔
同
三
一
一
条
二
項
・
三
項
〕）
を
包
含
す
る
。
し
た

）
五
五
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

一
六

が
っ
て
、
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
義
務
が
問
題
と
な
る
の
か
は
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
。

義
務
構
造
に
関
す
る
議
論
は
、
主
に
積
極
的
債
権
侵
害
論
の
中
で
展
開
さ
れ
た
。
一
方
で
、
契
約
債
務
関
係
の
構
造
分
析
に
立
脚
し
て

給
付
義
務
に
対
比
さ
せ
た
付
随
義
務
・
保
護
義
務
と
い
う
形
で
の
整
理
が
な
さ
れ

（
39
）

、
ま
た
、
債
権
者
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
利
益
状
態
と
の

関
係
か
ら
当
該
義
務
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
分
析
さ
れ

（
40
）

、
諸
義
務
の
具
体
的
内
容
や
相
互
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

概
し
て
、
契
約
義
務
は
、
当
該
義
務
の
指
向
す
る
利
益
か
ら
、
給
付
利
益
な
い
し
給
付
結
果
（
債
権
者
が
債
務
者
の
給
付
を
通
し
て
獲
得
し

得
る
利
益
）
の
保
持
へ
向
け
ら
れ
る
も
の
（
主
た
る
給
付
義
務
、
従
た
る
給
付
義
務
、
付
随
的
義
務
）
と
完
全
性
利
益
（
生
命
・
身
体
・
健
康
等
の

人
格
的
利
益
ま
た
は
所
有
権
等
の
財
産
的
利
益
、
お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
た
法
律
上
保
護
に
値
す
る
利
益
）
の
保
持
へ
向
け
ら
れ
る
も
の
（
保
護
義
務
）

に
分
け
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。「
主
た
る
給
付
義
務
（H

auptleistungspflicht

）」（
例
、
売
買
目
的
物
の
所
有
権
・
占
有
の
移
転
義
務
、
代
金
支
払

義
務
）
は
、
当
事
者
の
合
意
に
基
づ
く
当
該
債
務
関
係
（
契
約
関
係
）
の
類
型
を
決
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、「
従
た
る
給
付
義
務

（N
ebenleistungspflicht

）」（
例
、
売
買
目
的
物
の
据
付
・
組
立
て
、
用
法
説
明
な
ど
）
は
、「
主
た
る
給
付
義
務
」
と
併
存
し
て
債
務
関
係
の
内

容
を
画
す
る
義
務
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
従
た
る
給
付
義
務
」
と
「
付
随
的
義
務
（N

ebenpflichten

）」（
論
者
に
よ
り
異
な
る
が
、
履
行
の
準

備
、
目
的
物
の
保
管
・
用
法
説
明
を
例
示
す
る
見
解
も
あ
る
）
の
区
別
基
準
に
つ
い
て
は
、
前
者
で
は
履
行
請
求
権
（
従
た
る
給
付
結
果
）・
訴
求

可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
点
で
区
別
す
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
理
解
で
あ
る

（
41
）

。「
付
随
的
義
務
」
は
、
そ
の
違
反
が
あ
っ
て
も
給
付
結

果
が
実
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
が
給
付
結
果
の
不
完
全
（
＝
給
付
義
務
違
反
）
と
評
価
さ
れ
て
は
じ
め
て
問
題
と
さ
れ
、
独
自
で
は

帰
責
根
拠
と
は
な
ら
な
い
点
で
給
付
義
務
と
相
違
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
は
構
造
上
峻
別
さ
せ
た
形
で
「
完
全
性
利
益
保
護
義
務

（S
chutzpflicht

）」
を
観
念
す
る
の
が
一
般
的
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
義
務
は
契
約
債
務
関
係
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
か
、
特
に
保
護
義
務
を
債
務
関
係
の
中
に
取
り
込
め
る
の
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
否
定
す
る
と
き
に
は
保
護
義

）
五
五
八
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

一
七

務
は
不
法
行
為
規
範
へ
放
逐
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
ま
た
、
肯
定
す
る
と
き
に
は
そ
の
法
的
論
拠
お
よ
び
債
務
関
係
の
機
能
領
域

（
契
約
規
範
）
の
限
界
づ
け
が
問
題
と
さ
れ
、
保
護
義
務
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た

（
42
）

。

債
務
法
現
代
化
法
（
債
務
法
改
正
）
以
後
の
学
説
も
、
問
題
と
な
る
給
付
実
態
を
以
上
の
よ
う
な
債
務
関
係
か
ら
生
じ
る
諸
義
務
に
対

応
さ
せ
て
理
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
一
条
一
項
を
根
拠
と
す
る
（
主
・
従
の
）
給
付
義
務
と
同
条
二
項
が
意
味
す
る
保
護
義

務
に
峻
別
し

（
43
）

、
あ
る
い
は
、「
給
付
に
関
連
す
る
義
務
」
と
「
給
付
に
関
連
し
な
い
義
務
」
に
即
し
て
給
付
障
害
（
義
務
違
反
）
を
類
型
化

し
て

（
44
）

、
損
害
賠
償
や
契
約
解
除
の
法
律
効
果
に
つ
い
て
も
区
別
し
て
処
理
さ
れ
る
。
特
に
、
保
護
義
務
に
関
し
て
は
、
そ
の
根
拠
規
定
が

設
け
ら
れ
た
が
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
一
条
二
項
）、
給
付
義
務
と
の
判
別
お
よ
び
義
務
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
き
未
だ
共
通
の
理

解
は
得
ら
れ
て
い
な
い

（
45
）

。

以
上
の
動
向
か
ら
は
、「
義
務
違
反
」
と
し
て
問
題
と
な
る
給
付
実
態
は
、（
主
・
従
の
）
給
付
義
務
違
反
ま
た
は
保
護
義
務
違
反
と
し

て
の
認
定
判
断
に
ほ
ぼ
集
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て
も
上
記
の
よ
う
な
契
約
義
務
の
基
本
構
造
は
妥
当

す
る
の
か
、
ま
た
、
役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
の
判
断
に
関
し
て
検
討
を
要
す
る
。

⑵

　「帰
責
事
由
」
要
件
の
理
解

損
害
賠
償
請
求
権
は
、
義
務
違
反
に
つ
き
、
さ
ら
に
「
帰
責
事
由
」
が
あ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
二
文
）。
帰

責
事
由
は
、
過
失
責
任
主
義
を
原
則
と
し
（
同
二
七
六
条
一
項

（
46
）

）、
そ
れ
は
取
引
上
必
要
と
さ
れ
る
注
意
を
欠
く
こ
と
を
い
う
（
同
条
二
項
）。

今
日
、
過
失
と
は
、
取
引
に
適
っ
た
客
観
的
な
行
為
を
基
準
に
し
て
判
断
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る

（
47
）

。

そ
こ
で
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
成
立
に
つ
き
、「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
を
要
件
と
し
た
理
由
が
問
題
と
な
る
。
カ
ナ
ー
リ
ス

（C
an

aris

）
は
、
債
務
者
が
債
務
と
し
て
負
担
し
た
給
付
を
実
現
し
な
い
、
あ
る
い
は
契
約
上
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
そ
れ
が
債
務

）
五
五
五
（
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一
八

者
に
と
っ
て
重
大
な
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
る
か
ら
だ
と
説
明
す
る

（
48
）

。
す
な
わ
ち
、
と
り
わ
け
一
次
的
給
付
義
務
か
ら
二
次
的
給
付
義
務

へ
移
行
す
る
場
合

（
49
）

に
は
、
不
履
行
損
害
の
賠
償
は
一
次
的
給
付
よ
り
も
重
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
同
じ
く
、
遅
延
損
害
の
賠
償
や
責
任
の

厳
格
化
、
さ
ら
に
保
護
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
も
債
務
者
に
重
大
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
法
律
効

果
を
債
務
者
の
特
別
な
有
責
性
、
つ
ま
り
帰
責
事
由
（
過
失
）
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
二

文
か
ら
は
、
債
務
者
が
義
務
違
反
に
つ
き
帰
責
事
由
が
な
い
こ
と
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、「
帰
責
事
由
」
概
念
を
め
ぐ
り
、
過
失
責
任
主
義
を
維
持
す
る
こ
と
の
当
否
に
関
し
て
は
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

に
消
極
的
な
立
場
に
あ
っ
て
も
、
過
失
責
任
主
義
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
見
解
は
み
ら
れ
な
い
。
本
来
的
給
付
に
代
わ
る
金
銭
給
付
の
賠

償
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
帰
責
事
由
を
不
要
と
す
る
見
解

（
50
）

も
、
完
全
性
利
益
侵
害
（
保
護
義
務
違
反
）
の
場
面
で
は
過
失
責
任
を
否
定

せ
ず
、
ま
た
、
国
際
的
契
約
法
の
ル
ー
ル
に
依
拠
し
て
過
失
責
任
主
義
の
後
退
を
主
張
す
る
見
解

（
51
）

に
あ
っ
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
は
、

規
定
構
造
上
、
帰
責
事
由
（
過
失
の
有
無
）
は
免
責
要
件
と
さ
れ
る
が
故
に
、
過
失
責
任
主
義
の
意
義
が
失
わ
れ
る
と
い
う
に
す
ぎ
な
い

（
多
分
に
技
巧
的
で
は
あ
る
）。
こ
の
点
は
、
日
本
民
法
四
一
五
条
も
同
様
の
構
成
を
採
っ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
債
務
の
不
履

行
」
と
「
非
帰
責
事
由
（
免
責
事
由
）」
の
関
係
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
る
。

ま
た
、
結
果
債
務
と
行
為
債
務
・
保
護
義
務
と
い
う
債
務
（
給
付
）
類
型
に
立
脚
す
る
立
場
か
ら
、
義
務
違
反
と
帰
責
事
由
（
過
失
）

が
重
複
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
行
為
に
関
連
す
る
（
結
果
に
関
連
し
な
い
）
給
付
義
務
」

と
「
給
付
に
関
連
し
な
い
付
随
義
務
（
保
護
義
務
〔
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
一
条
二
項
〕）」
に
つ
い
て
は
、
義
務
違
反
と
帰
責
事
由
（
過
失
）
の
認
定
判

断
は
重
な
り
、
特
に
、
保
護
義
務
違
反
の
場
合
に
は
両
要
件
の
判
断
対
象
と
な
る
債
務
者
の
行
為
は
一
致
す
る
と
解
す
る
点
で
は
ほ
ぼ
異

論
は
な
い
。
こ
れ
は
、
役
務
提
供
契
約
・
行
為
債
務
の
特
質
に
関
わ
る
留
意
点
で
あ
り
、
後
に
改
め
て
検
討
す
る
。

）
九
九
九
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

一
九

以
上
の
い
ず
れ
の
見
解
に
あ
っ
て
も
、「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
要
件
を
放
棄
し
「
義
務
違
反
」
要
件
に
一
元
化
す
る
主
張
は
み
ら
れ
な

い
。
二
元
的
構
成
を
維
持
し
つ
つ
、
一
定
の
場
面
で
は
帰
責
事
由
要
件
の
機
能
が
縮
減
さ
れ
る
と
の
見
解
が
散
見
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

３
　
役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
の
特
徴

⑴

　「義
務
違
反
」
概
念

上
述
し
た
よ
う
に
、
給
付
障
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、「
義
務
違
反
」
に
つ
き
「
帰
責
事
由
」
が
必
要

と
な
る
。
両
要
件
の
意
義
お
よ
び
関
係
に
つ
い
て
は
、
証
明
責
任
の
分
配
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

原
則
と
し
て
、
債
権
者
は
、「
義
務
違
反
」（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
一
文
）、
損
害
の
発
生
お
よ
び
そ
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
証
明
責
任

を
負
い
、
義
務
違
反
の
証
明
に
よ
り
「
帰
責
事
由
」（
同
項
二
文
）
は
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
不
存
在
に
つ
き
債
務
者
が
証
明
責
任
を
負

う
（
証
明
責
任
の
転
換
）
と
解
さ
れ
て
い
る

（
52
）

。
ま
た
、
損
害
発
生
の
原
因
が
債
務
者
の
保
護
範
囲
・
危
険
領
域
か
ら
生
じ
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
場
合
に
は
、
証
明
責
任
の
転
換
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

（
53
）

。

証
明
責
任
は
、
義
務
の
種
類
（
給
付
義
務
、
保
護
義
務
）、
内
容
（
結
果
に
関
連
す
る
義
務
、
行
為
に
関
連
す
る
義
務
）、
義
務
違
反
の
態
様

（
不
給
付
、
不
完
全
給
付
、
そ
の
他
の
給
付
障
害
）
に
応
じ
て
議
論
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
義
務
違
反
」
と
は
、
債
務
者
の
行
為
が
債
務
関
係
が

予
定
す
る
義
務
（
給
付
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
学
説
は
、
そ
れ
を
①
「
結
果
に
関
連
す
る
給
付
義
務

（erfolgsbezogene L
eistungspflichten

）」
と
、
②
「
行
為
に
関
連
す
る
給
付
義
務
（verhaltensbezogene

〔handlungsbezogene ; 

tätigkeitsbezogene

〕L
eistungspflichten

）」
と
に
区
別
し
て
捉
え
て
い
る

（
54
）

。

①
は
、
あ
る
一
定
の
結
果
の
実
現
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
例
え
ば
、
売
買
目
的
物
の
給
付
不
能
、
遅
滞
、
不
完
全
給

付
が
「
義
務
違
反
」
と
し
て
判
断
さ
れ
、
債
務
者
は
、
そ
こ
で
の
帰
責
事
由
の
不
存
在
を
主
張
立
証
す
る
。
①
は
、
主
に
引
渡
債
務
（
与

）
九
九
九
九
（
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え
る
債
務
）
を
目
的
と
す
る
財
産
権
移
転
型
な
い
し
財
産
権
利
用
型
契
約
が
対
象
と
な
る
が
、
さ
ら
に
、
給
付
結
果
の
実
現
が
予
定
さ
れ

て
い
る
役
務
提
供
型
契
約
（
請
負
契
約
、
旅
行
契
約
、
運
送
契
約
、
寄
託
契
約
、
倉
庫
契
約
な
ど
）
に
も
妥
当
す
る

（
55
）

。
例
え
ば
、
請
負
人
は
仕
事

完
成
義
務
を
負
う
か
ら
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
三
一
条
）、
物
お
よ
び
権
利
の
瑕
疵
（
同
六
三
三
条
）
か
ら
義
務
違
反
が
判
断
さ
れ
、
ま
た
、
建
築
契
約

に
お
け
る
建
築
家
（
同
六
五
〇
Ｐ
条
）
も
、
完
成
し
た
建
築
物
の
瑕
疵
の
証
明
が
義
務
違
反
と
な
る
。
同
様
に
、
運
送
契
約
に
お
け
る
運

送
人
の
義
務
違
反
も
、
旅
客
・
貨
物
の
損
傷
の
有
無
か
ら
判
断
さ
れ
る

（
56
）

。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
結
果
債
務
と
解
さ
れ
て
き
た
契
約
類
型

で
あ
り
、
給
付
行
為
と
そ
の
行
使
に
よ
る
給
付
結
果
は
区
別
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
②
は
、
契
約
締
結
時
点
で
は
給
付
結
果
の
実
現
を
債
務
者
に
義
務
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
実
現
へ
向
け
た
一
定
の
行

為
の
み
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
手
段
債
務
と
し
て
類
別
さ
れ
て
き
た
契
約
で
あ
り
、
雇
用
・
労
働
契
約
、
治

療
契
約
、
弁
護
士
契
約
な
ど
が
対
象
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
給
付
結
果
の
実
現
に
向
け
た
行
為
を
し
な
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
逸
脱
し

た
行
為
が
「
義
務
違
反
」
と
さ
れ
、
そ
の
認
定
判
断
は
取
引
上
必
要
と
さ
れ
る
注
意
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
七
六
条
二
項
）
を
基
準
に
す
る
と
解
す
る

と
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
義
務
違
反
」
は
「
帰
責
事
由
」
要
件
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
治
療
契
約
は
、
原
則
と
し
て
医
師
に
医
学
的
治
療
を
成
功
さ
せ
る
義
務
ま
で
は
負
わ
さ
ず
、
一
定
の
行
為
を
義
務
づ
け
る
に

す
ぎ
な
い
（「
行
為
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」）
か
ら
雇
用
契
約
に
分
類
さ
れ
る

（
57
）

。
そ
し
て
、
医
師
の
義
務
違
反
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
一
文
）

は
、
治
療
効
果
の
不
達
成
に
で
は
な
く
、
一
般
に
認
め
ら
れ
る
医
療
水
準
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
が

（
58
）

、
そ
れ
と
帰
責
事
由
要
件
と
の
区

別
は
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
59
）

。
同
じ
く
、
弁
護
士
契
約
に
お
い
て
も
、
依
頼
者
が
敗
訴
し
た
こ
と
が
弁
護
士
の
義
務
違
反
と
な
る
の
で
は

な
く
、
助
言
等
が
専
門
家
と
し
て
の
水
準
を
満
た
し
て
い
た
か
否
か
が
判
断
要
素
と
な
る

（
60
）

。

さ
ら
に
、「
行
為
に
関
連
す
る
（
付
随
）
義
務
」
な
い
し
「
給
付
に
関
連
し
な
い
義
務
」
に
つ
い
て
も
、
上
述
の
②
（「
行
為
に
関
連
す
る

）
九
九
九
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

二
一

給
付
義
務
」）
の
場
合
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
と
す
る
見
解

（
61
）

が
有
力
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
一
条
二
項
に
基
づ
く
保
護
義
務
・
配

慮
義
務
（R

ücksichtnahm
epflichten

）
の
他
、
説
明
義
務
、
助
言
義
務
、
警
告
義
務
、
監
督
義
務
な
ど
は
、
契
約
成
立
時
に
は
定
ま
っ
て

お
ら
ず
、
履
行
過
程
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
債
権
者
は
、
債
務
者
の
こ
の
種
の
客
観
的
な
義
務
違
反
を
証
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
②
の
場
合
と
同
様
に
取
引
上
必
要
と
さ
れ
る
注
意
（
同
二
七
六
条
二
項
）
が
基
準
と
な
る
。
治
療
契
約
に
お
け
る
医

師
の
患
者
に
対
す
る
説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
や
弁
護
士
・
税
理
士
な
ど
の
依
頼
者
に
対
す
る
助
言
義
務
、
銀
行
の
顧
客
に
対
す
る
説

明
・
助
言
義
務
な
ど
が
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
契
約
義
務
構
造
の
理
解
に
よ
っ
て
は
（
主
・
従
の
）
給
付
義
務
と
し
て
構
成

さ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
一
文
の
「
義
務
違
反
」
概
念
に
は
給
付
義
務
の
不
履
行
と
そ
の

他
の
行
為
義
務
違
反
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
見
解
が
、
既
に
債
務
法
現
代
化
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
存
し
て
い
た

（
62
）

。

⑵

　「義
務
違
反
」
と
「
帰
責
事
由
」
の
関
係

前
述
し
た
よ
う
に
、「
帰
責
事
由
」
要
件
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
二
文
）
は
、
同
二
七
六
条
一
項
が
定
め
る
帰
責
構
造
、
す
な
わ
ち
過

失
責
任
主
義
を
原
則
と
し
、
そ
れ
は
取
引
上
必
要
と
さ
れ
る
注
意
を
欠
く
こ
と
を
い
う
（
同
条
二
項

（
63
）

）。
そ
し
て
、
給
付
障
害
法
に
お
い
て

は
、
不
法
行
為
法
以
上
に
客
観
的
注
意
義
務
基
準
が
妥
当
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
債
権
者
は
債
務
者
が
契
約
に
適
っ
た
給
付
を

す
る
こ
と
を
期
待
し
、
そ
の
客
観
的
・
規
範
的
な
給
付
に
対
す
る
信
頼
が
保
障
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

（
64
）

。
不
法
行
為
法
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
三
条
一

項
）
で
は
、
侵
害
行
為
に
つ
き
直
接
に
故
意
・
過
失
の
有
無
が
判
断
さ
れ
る
が
、
給
付
障
害
法
（
同
二
八
〇
条
）
で
は
、
給
付
実
態
に
対
す

る
「
義
務
違
反
」
と
し
て
の
認
定
判
断
を
踏
ま
え
て
、「
帰
責
事
由
」
の
有
無
が
（
同
二
七
六
条
を
介
在
さ
せ
て
）
問
わ
れ
る

（
65
）

。

そ
し
て
、
債
務
法
現
代
化
法
の
制
定
以
降
、
債
務
（
給
付
）
類
型
に
着
目
し
て
、「
義
務
違
反
」
と
「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
要
件
の
関

係
を
論
じ
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
ま
ず
、
シ
ュ
ー
ル
ツ
ェ
／
エ
バ
ー
ス
（S

ch
u

lze /
 E

bers

）
は
、「
給
付
に
関
連
す
る
義
務
」
と
「
給

）
九
九
九
九
（
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八
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（
二
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二
三
年
二
月
）

二
二

付
に
関
連
し
な
い
付
随
義
務
」（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
一
条
二
項
）
に
分
け
、
両
要
件
の
関
係
を
論
じ
る

（
66
）

。
す
な
わ
ち
、
給
付
に
関
す
る
義
務
の
不

履
行
が
存
す
る
場
合
に
は
、
不
履
行
に
至
っ
た
根
拠
（
債
務
者
の
行
為
）
を
証
明
す
る
こ
と
を
新
債
務
法
は
予
定
し
て
い
な
い
か
ら
、
不

履
行
は
義
務
違
反
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
過
失
が
推
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
医
療
契
約
に
お
け
る
医
師
の
責
任
は
、
あ
る
一
定

の
治
療
結
果
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
限
り
、
そ
の
不
履
行
が
客
観
的
な
義
務
違
反
を
構
成
す
る
と
同
時
に
過
失
（
同
二
八
〇
条
一
項
二

文
）
も
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
付
随
義
務
（
同
二
四
一
条
二
項
）
違
反
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
患
者
側
が
医
師
の
具
体
的
な
過

誤
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
67
）

。
シ
ュ
ー
ル
ツ
ェ
／
エ
バ
ー
ス
は
、
給
付
義
務
（
同
二
四
一
条
一
項
）
の
不
履
行
は
、
一
般
に
「
義
務
違

反
」
を
構
成
す
る
と
同
時
に
「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
の
存
在
も
推
定
さ
れ
る
と
し
て
、
医
師
の
責
任
（
行
為
債
務
）
を
例
示
し
て
論
じ
て

い
る
。

ロ
ー
レ
ン
ツ
（L

oren
z

）
は
、
給
付
義
務
を
「
結
果
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」
と
「
結
果
に
関
連
し
な
い
給
付
義
務
」
に
二
分
し
て
論

じ
る

（
68
）

。
す
な
わ
ち
、「
結
果
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」
に
お
い
て
は
、
給
付
の
不
実
現
（
不
能
、
遅
滞
、
不
完
全
な
給
付
）
が
義
務
違
反

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
一
文
）
で
あ
り
、
帰
責
事
由
（
同
項
二
文
）
は
、
義
務
違
反
に
至
っ
た
事
情
に
関
わ
り
、
前
者
は
債
権
者
が
、
後
者

に
つ
い
て
は
債
務
者
が
証
明
責
任
を
負
う
。「
結
果
に
関
連
し
な
い
給
付
義
務
」
は
、
債
務
者
が
行
為
の
み
義
務
づ
け
ら
れ
る
場
合
で
あ

る
。
医
師
の
責
任
に
関
し
て
は
、
あ
る
一
定
の
治
療
結
果
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
客
観
的
義
務
違
反
は
同
時
に
医
師
の
過

失
も
推
定
さ
れ
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
患
者
は
具
体
的
な
医
師
に
よ
る
治
療
の
過
誤
を
証
明
し
、
帰
責
事
由
（
過
失
）
の
証
明
責
任

は
医
師
に
転
換
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
給
付
に
関
連
し
な
い
付
随
義
務
」（
完
全
性
利
益
保
護
義
務
）
に
関
し
て
は
、
義
務
違
反
と
帰
責
事
由

の
判
断
は
重
複
し
、
債
権
者
に
よ
る
注
意
義
務
違
反
の
証
明
は
同
時
に
帰
責
事
由
の
証
明
と
な
る
。

ロ
ー
レ
ン
ツ
に
よ
る
債
務
類
型
に
関
す
る
分
析
視
覚
は
、
そ
の
後
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
リ
ー
ム
（R

ieh
m

）
は
、
ロ
ー
レ
ン

）
九
九
九
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

二
三

ツ
と
同
様
に
、「
結
果
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」（
例
、
売
買
目
的
物
の
引
渡
し
）、「
行
為
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」（
例
、
請
負
契
約
、
医
療
契

約
、
助
言
契
約
）、
配
慮
義
務
（
保
護
義
務
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
一
条
二
項
）
に
類
別
し
て
論
じ
る

（
69
）

。「
結
果
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」
の
場
合
は
、

契
約
に
よ
り
定
ま
っ
た
債
権
者
の
給
付
期
待
の
保
護
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
行
為
の
評
価
は
要
求
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

「
行
為
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」
違
反
お
よ
び
配
慮
義
務
違
反
の
場
合
に
は
、
債
務
者
の
責
め
の
あ
る
行
為
は
義
務
違
反
と
帰
責
事
由
の

両
概
念
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
と
り
わ
け
、
配
慮
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
義
務
違
反
と
帰
責
事
由
（
過
失
）
判
断
の
い
ず
れ
の
段
階
に

お
い
て
も
、
同
じ
行
為
が
評
価
の
対
象
と
な
り
、
不
法
行
為
規
範
に
も
類
似
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

同
じ
く
、
ル
ー
シ
ェ
ル
デ
ー
ア
ス
（L

oosch
eld

ers

）
も
、「
結
果
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」
と
「
行
為
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」
に
分

け
て
、「
義
務
違
反
」
と
「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
の
関
係
を
検
討
す
る

（
70
）

。「
結
果
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

義
務
違
反
と
帰
責
事
由
（
過
失
）
が
別
個
に
判
断
さ
れ
る
が
、「
行
為
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」
の
場
合
（
例
、
労
働
契
約
、
そ
の
他
の
役
務

提
供
契
約
〔
医
師
、
弁
護
士
等
の
契
約
〕）
は
債
務
者
の
行
為
自
体
が
評
価
対
象
と
さ
れ
、
責
任
根
拠
と
し
て
の
行
為
義
務
違
反
の
判
断
は
、

同
時
に
帰
責
事
由
と
し
て
の
過
失
判
断
と
重
複
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
判
断
枠
組
み
は
、
保
護
義
務
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
一
条
二
項
）
違

反
の
処
理
を
す
る
際
の
基
礎
に
も
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
契
約
義
務
を
「
結
果
に
関
連
す
る
義
務
」
と
「
行
為
に
関
連
す

る
義
務
」
に
二
分
し
て
捉
え
る
分
析
手
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
の
結
果
債
務
・
手
段
債
務
概
念
の
類
別
に
一
致
す
る
と
い
う

（
71
）

。

以
上
の
見
解
は
、
い
ず
れ
も
損
害
賠
償
責
任
の
成
立
要
件
と
し
て
、「
義
務
違
反
」
と
「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
の
二
元
的
構
成
に
立
っ

た
う
え
で
、
債
務
（
給
付
）
の
類
型
に
即
し
て
両
者
の
関
係
を
分
析
・
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
、「
給
付
に
関
連
す
る
義
務
（
給
付
義
務
）」

と
「
給
付
に
関
連
し
な
い
義
務
（
保
護
義
務
）」
に
分
け
ら
れ
（
シ
ュ
ー
ル
ツ
ェ
／
エ
バ
ー
ス
）、
前
者
は
、
さ
ら
に
「
結
果
に
関
連
す
る
給
付

義
務
」（
例
、
売
買
契
約
）
と
「
行
為
に
関
連
す
る
（
結
果
に
関
連
し
な
い
）
給
付
義
務
」（
役
務
提
供
契
約
）
に
細
分
さ
れ
る
（
ロ
ー
レ
ン
ツ
、

）
九
九
九
九
（
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二
四

リ
ー
ム
、
ル
ー
シ
ェ
ル
デ
ー
ア
ス
）。
し
か
し
、
給
付
義
務
違
反
の
場
合
の
要
件
構
成
に
関
し
て
は
争
い
が
あ
る
。
給
付
義
務
違
反
の
場
合
に

は
、
一
般
に
、
義
務
違
反
の
認
定
判
断
は
帰
責
事
由
（
過
失
）
判
断
に
重
な
る
（
推
定
さ
れ
る
）
と
解
す
る
見
解
（
シ
ュ
ー
ル
ツ
ェ
／
エ
バ
ー

ス
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
）
が
あ
る
一
方
で
、「
結
果
に
関
連
す
る
給
付
義
務
」
に
お
い
て
は
、
帰
責
事
由
（
債
務
者
の
行
為
評
価
）
を
要
し
な
い
と

の
見
解
（
リ
ー
ム
）、
ま
た
、
反
対
に
義
務
違
反
と
は
別
に
過
失
が
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
（
ル
ー
シ
ェ
ル
デ
ー
ア
ス
）
に

分
か
れ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
、「
行
為
に
関
連
す
る
（
結
果
に
関
連
し
な
い
）
給
付
義
務
」
と
「
給
付
に
関
連
し
な
い
付
随
義
務
（
保
護
義
務

〔
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
一
条
二
項
〕）」
に
つ
い
て
は
、
義
務
違
反
と
帰
責
事
由
（
過
失
）
の
判
断
は
重
な
り
、
特
に
、
保
護
義
務
違
反
の
場
合
に
は
両

要
件
の
判
断
要
素
と
な
る
債
務
者
の
行
為
は
一
致
す
る
と
解
す
る
点
で
は
、
ほ
ぼ
異
論
は
な
い

（
72
）

。
そ
れ
は
、
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て
は

給
付
結
果
の
達
成
へ
向
け
て
債
務
者
の
行
為
が
介
在
し
、「
義
務
違
反
」
は
債
務
者
に
よ
る
義
務
（
給
付
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
逸
脱
し
た

行
為
と
し
て
認
定
判
断
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
の
判
断
に
際
し
て
は
債
務
者
の
具
体
的
な
行
為
（
作
為
ま
た
は
不
作

為
）
が
評
価
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。

四
　
役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任

１
　
ド
イ
ツ
法
か
ら
の
理
論
的
示
唆

ド
イ
ツ
法
の
議
論
は
、
日
本
民
法
四
一
五
条
の
規
律
構
造
を
理
解
す
る
う
え
で
も
参
考
と
な
る
。
損
害
賠
償
請
求
権
の
成
立
要
件
を

「
債
務
の
不
履
行
」
と
「
帰
責
事
由
」
の
二
元
的
構
成
に
立
脚
し
て
捉
え
る
立
場
か
ら
は
、
ま
ず
、
同
条
の
「
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履

）
九
九
九
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

二
五

行
を
し
な
い
と
き
」
の
判
断
基
準
が
問
題
と
な
る
。
四
一
五
条
一
項
は
、
不
能
以
外
の
債
務
不
履
行
を
包
括
的
に
規
定
す
る
が
、
損
害
賠

償
の
根
拠
と
な
る
事
実
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
契
約
当
事
者
が
負
担
す
る
義
務
を
出
発
点
と
し
て
、
そ
の
義

務
違
反
を
基
準
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
「
義
務
違
反
」
要
件
を
め
ぐ
る
議
論
が
参
考
と
な
る
。

契
約
義
務
に
立
脚
す
る
分
析
手
法
は
、
当
該
契
約
関
係
の
性
質
決
定
・
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
前
提
に
し
た
債
務
不
履
行
の
認
定

判
断
や
責
任
内
容
を
把
握
す
る
た
め
の
規
範
を
設
定
す
る
う
え
で
有
用
で
あ
る
。

次
に
、「
帰
責
事
由
」
要
件
の
判
断
要
素
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
、
こ
れ
を
過
失
責
任
主
義
に
基
づ
く
概
念
と
み
る
理
解
が
定
着
し
、

行
為
義
務
違
反
と
し
て
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
。「
債
務
の
不
履
行
」
を
契
約
義
務
に
即
し
て
判
断
す
る
立
場
か
ら
は
、「
義
務
違

反
」
概
念
が
債
務
不
履
行
判
断
と
帰
責
事
由
（
過
失
）
判
断
の
二
段
階
に
わ
た
り
登
場
す
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
行
為
債
務
（
特
に

手
段
債
務
と
称
さ
れ
る
債
務
内
容
が
特
定
し
て
い
な
い
役
務
〔
例
、
医
師
の
診
療
債
務
〕）
の
不
履
行
の
場
合
は
、
債
務
の
内
容
は
過
失
の
内
容
を

構
成
す
る
行
為
義
務
そ
の
も
の
で
あ
る
と
も
目
さ
れ
、
不
履
行
判
断
と
行
為
義
務
違
反
の
判
断
を
分
断
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

考
え
る
と
、
要
件
構
成
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、「
義
務
違
反
」
と
「
帰
責
事
由
」
要
件
が
客

観
的
過
失
概
念
を
介
入
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
義
務
違
反
」
要
件
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
契
約
義
務
と
「
帰
責
事
由
」
要

件
の
要
素
と
な
る
債
務
者
の
（
具
体
的
な
）
行
為
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
、
債
務
（
給
付
）
の
類
別
処
理
を
志
向
す
る
見
解
が
有
力
で
あ

り
、
参
考
と
な
る
。

２
　
役
務
提
供
契
約
の
義
務
構
造

損
害
賠
償
請
求
権
を
契
約
義
務
に
立
脚
し
て
捉
え
る
立
場
か
ら
は
、
役
務
提
供
契
約
上
の
義
務
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
役
務
提
供
契
約
の
特
徴
や
性
質
に
関
し
て
、
共
通
の
理
解
が
得
ら
れ
て
は
い
な
い
。
一
般
に
は
、
役
務
と

）
九
九
九
九
（
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二
六

は
、
提
供
者
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
労
務
や
便
益
を
い
い
、
役
務
提
供
契
約
と
は
、
こ
の
よ
う
な
役
務
の
提
供
が
債
務
内
容
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
な
す
契
約
と
解
さ
れ
て
き
た

（
73
）

。
そ
し
て
、
そ
れ
を
「
物
」
取
引
と
の
関
係
か
ら
、「
物
の
供
給
と
役
務
提
供
が
混
合
し
て
い
る
場

合
」（
物
の
製
作
・
修
繕
、
運
送
、
寄
託
、
教
材
付
受
講
契
約
、
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
、
有
料
老
人
人
ホ
ー
ム
な
ど
）
と
「
物
に
関
わ
ら
な
い
役
務
提
供
」

（
純
粋
役
務
＝
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
、
家
庭
教
師
サ
ー
ビ
ス
、
結
婚
紹
介
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
に
類
型
化
さ
れ

（
74
）

、
ま
た
、
そ
の
履
行
結

果
の
態
様
か
ら
は
、「
結
果
の
達
成
が
約
束
さ
れ
て
い
る
有
形
物
に
具
現
化
す
る
も
の
」（
有
体
的
成
果
型
＝
建
物
の
建
築
、
理
容
・
美
容
サ
ー

ビ
ス
な
ど
）、「
一
定
の
結
果
の
達
成
が
当
事
者
間
で
約
束
さ
れ
て
い
る
無
形
の
も
の
」（
無
体
的
成
果
の
有
形
化
型
＝
運
送
、
他
人
の
物
の
保
管

な
ど
）、「
結
果
の
達
成
が
約
束
さ
れ
て
い
な
い
無
形
の
も
の
」（
結
果
無
体
型
＝
医
師
・
弁
護
士
の
業
務
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
プ
レ
ー
な
ど
）
や
こ

れ
ら
の
「
混
合
型
」（
企
画
旅
行
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
目
的
地
へ
の
移
動
は
無
体
的
成
果
の
有
形
化
型
で
あ
る
が
、
旅
行
計
画
の
遂
行
や
ガ
イ
ド
等
は

結
果
無
体
型
）、
と
い
っ
た
整
理
も
試
み
ら
れ
て
き
た

（
75
）

。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
役
務
提
供
契
約
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
契
約
義
務
の
基
本
構
造
か
ら
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
窺
え
る
で
あ

ろ
う
。
ま
ず
、
役
務
提
供
が
物
の
供
給
と
混
合
す
る
場
合
や
一
定
の
結
果
の
達
成
が
約
束
さ
れ
て
い
る
契
約
で
は
、
給
付
義
務
の
認
定
が

容
易
で
あ
り
、
ま
た
、
物
の
瑕
疵
に
関
連
付
け
た
責
任
構
成
な
ど
、
引
渡
債
務
（
与
え
る
債
務
）
に
準
じ
た
処
理
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

完
全
性
利
益
の
保
護
が
給
付
に
取
り
込
ま
れ
、
保
護
義
務
が
（
主
・
従
の
）
給
付
義
務
と
し
て
認
め
ら
れ
る
契
約
が
、
役
務
提
供
型
に
お

い
て
は
顕
著
で
あ
る
。
運
送
、
寄
託
、
警
備
契
約
の
他
、
旅
行
・
宿
泊
契
約
、
学
校
教
育
・
保
育
委
託
契
約
な
ど

（
76
）

、
種
々
認
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
契
約
の
履
行
に
際
し
て
完
全
性
利
益
の
侵
害
が
予
見
し
得
る
と
す
れ
ば
、
債
務
不
履
行
の
判
断
は
比
較
的
容
易
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
物
の
供
給
に
か
か
わ
ら
ず
、
か
つ
給
付
結
果
が
約
束
さ
れ
て
い
な
い
契
約
（
純
粋
役
務
＝
い
わ
ゆ
る
手
段
債
務
〔
医
師
・
弁
護
士

な
ど
の
役
務
〕）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
行
為
債
務
が
対
象
と
さ
れ
る
か
ら
、「
債
務
の
不
履
行
」
と
「
帰
責
事
由
」
の
関
係
評
価
が
問
題

）
九
九
九
八
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

二
七

と
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
る
。
一
方
で
、
こ
こ
で
は
行
為
義
務
（
給
付
義
務
）
の
違
反
は

「
帰
責
事
由
（
過
失
）」
の
判
断
と
重
複
す
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
保
護
義
務
違
反
の
場
面
で
は
、
そ
れ
は
過
失
を
構

成
す
る
客
観
的
注
意
義
務
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
の
、
給
付
義
務
は
、
結
果
に
関
連
す
る
概
念
に
す
ぎ
ず
、
過
失
を
構
成
す
る
行
為
の

違
法
性
を
根
拠
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
の
主
張
が
対
立
す
る
。
私
見
は
、
前
者
の
主
張
を
支
持
す
る
が
、
こ
の
点
は
、「
債
務
の
不
履

行
」
と
「
帰
責
事
由
」
の
認
定
判
断
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
役
務
提
供
契
約
上
の
義
務
（
債
務
）
の
基
本
構
造
を
解
明
す
る
際

の
重
要
な
留
意
点
で
も
あ
る

（
77
）

。
も
っ
と
も
、
純
粋
役
務
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
役
務
の
規
格
化
・
標
準
化
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
上
述
の

引
渡
債
務
に
準
じ
た
処
理
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
、
自
動
車
教
習
所
や
資
格
試
験
対
策
の
受
講
契
約
な
ど
）。

３
　「
債
務
の
不
履
行
」
と
「
帰
責
事
由
」

⑴

　「債
務
の
不
履
行
」

債
務
の
履
行
過
程
に
お
い
て
は
、「
主
た
る
給
付
義
務
」
を
中
核
と
す
る
す
べ
て
の
義
務
が
、
給
付
結
果
な
い
し
契
約
目
的
の
達
成
へ

向
け
て
一
体
と
な
っ
て
機
能
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
給
付
利
益
（
給
付
結
果
）
の
保
持
へ
向
け
ら
れ
る
義
務
と
し

て
は
、（
主
・
従
の
）
給
付
義
務
の
他
、
付
随
的
義
務
の
存
在
が
主
張
さ
れ
る
が
、
付
随
的
義
務
は
給
付
結
果
の
侵
害
（
給
付
義
務
違
反
）
の

評
価
の
中
に
吸
収
さ
れ
、
独
自
で
は
帰
責
根
拠
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
保
護
義
務
に
つ
い
て
は
、
契
約
関
係
の
規

範
的
解
釈
に
よ
り
当
事
者
意
思
が
補
充
さ
れ
る
結
果
、
契
約
規
範
の
適
用
に
服
す
る
と
解
さ
れ
る

（
78
）

。
そ
う
す
る
と
、
本
旨
不
履
行
と
は
、

給
付
義
務
違
反
な
い
し
保
護
義
務
違
反
と
し
て
の
認
定
判
断
に
集
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

（
79
）

。

給
付
義
務
の
不
履
行
が
存
す
る
場
合
は
、
①
「
給
付
義
務
の
欠
如
（
遅
滞
・
不
能
）
ま
た
は
債
務
の
本
旨
に
不
適
合
な
履
行
」（
＝
給
付

結
果
の
不
完
全
）
と
②
「
不
完
全
な
履
行
に
起
因
す
る
侵
害
」（
＝
完
全
性
利
益
侵
害
）
に
分
け
ら
れ
る
。
①
は
、
例
え
ば
、
建
物
建
築
工
事

）
九
九
九
五
（
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の
瑕
疵
、
自
動
車
修
理
の
不
完
全
、
旅
行
契
約
に
お
け
る
路
線
の
変
更
、
興
信
所
に
よ
る
誤
っ
た
調
査
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
瑕
疵
（
大
学

受
験
予
備
校
の
実
態
が
入
学
案
内
の
表
示
や
説
明
と
相
違
す
る
、
英
会
話
学
校
の
不
適
切
な
指
導
な
ど
）
等
、
役
務
提
供
給
付
自
体
が
不
完
全
な
場

合
で
あ
る
。
ま
た
、
主
た
る
給
付
義
務
が
完
全
性
利
益
の
保
護
そ
の
も
の
で
あ
る
場
合
（
例
え
ば
、
寄
託
契
約
、
警
備
契
約
、
保
育
委
託
契
約

な
ど
）
や
、
完
全
性
利
益
の
保
護
を
抜
き
に
し
て
は
契
約
上
の
義
務
の
履
行
は
考
え
ら
れ
な
い
場
合
（
従
た
る
給
付
義
務
＝
例
え
ば
、
運
送
契

約
、
医
療
契
約
、
学
校
教
育
契
約
な
ど
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
不
履
行
の
帰
責
根
拠
は
、
い
ず
れ
も
給
付
義
務
違
反
に
求
め
ら
れ
る
。

②
は
、
不
完
全
な
役
務
提
供
給
付
に
よ
り
、
当
事
者
の
完
全
性
利
益
の
侵
害
（
拡
大
損
害
）
に
至
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
建
築
建

物
の
瑕
疵
に
よ
り
注
文
者
の
所
有
動
産
が
損
傷
し
た
、
自
動
車
の
修
理
の
不
備
に
起
因
し
た
事
故
、
運
送
人
に
よ
る
運
送
方
法
が
適
切
で

な
か
っ
た
た
め
に
運
送
品
が
損
傷
し
た
、
従
業
員
を
採
用
す
る
た
め
に
依
頼
し
た
信
用
調
査
に
不
備
が
あ
っ
た
た
め
に
依
頼
者
が
損
害
を

被
っ
た
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
も
、
帰
責
根
拠
と
し
て
は
給
付
義
務
の
不
履
行
と
し
て
判
断
し
、
そ
の
う
え
で
給
付
義

務
の
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
ど
の
範
囲
で
認
め
る
べ
き
か
が
問
題
に
な
る
と
考
え
る
。

次
に
、
給
付
義
務
の
不
履
行
が
な
い
場
合
（
保
護
義
務
違
反
）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
修
理
を
依
頼
さ
れ
た
自
動
車
が
修
理
工
場
か
ら
盗

ま
れ
た
り
、
雑
誌
発
送
業
務
を
請
け
負
っ
た
者
が
預
か
っ
た
顧
客
情
報
を
何
者
か
に
コ
ピ
ー
さ
れ
悪
用
さ
れ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会

員
が
ク
ラ
ブ
内
の
貴
重
品
ボ
ッ
ク
ス
に
預
け
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
盗
取
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

給
付
義
務
違
反
が
存
し
な
い
場
面
で
あ
る
と
解
す
る
と
、
保
護
義
務
違
反
が
問
題
と
な
り
、
不
法
行
為
と
の
境
界
を
接
す
る
場
面
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
。

な
お
、
説
明
・
情
報
提
供
義
務
や
指
示
・
警
告
・
助
言
義
務
な
ど
の
付
随
義
務
の
違
反
に
関
し
て
も
、
そ
れ
が
給
付
結
果
の
侵
害
を
生

じ
る
場
合
に
は
、
上
述
の
給
付
義
務
の
不
履
行
と
し
て
判
断
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
付
随
義
務
違
反
に
よ
り
完
全
性
利
益
の
侵
害
に
至
れ
ば
、

）
九
九
九
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

二
九

保
護
義
務
違
反
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

⑵

　
｢

帰
責
事
由｣

二
元
的
要
件
構
成
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
か
ら
は
、「
債
務
の
不
履
行
」
と
「
帰
責
事
由
」
は
、
い
ず
れ
も
当
該
契
約
に
よ
り

内
容
が
決
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、
区
別
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
手
段
債
務
（
例
、
診
療
債
務
）
の
不
完
全
履
行
や
保
護
義

務
違
反
の
み
が
問
題
と
な
る
場
合
は
、
両
要
件
は
区
別
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
給
付
義
務
違
反
な
い
し
保
護
義
務
違
反
と
し
て
の
「
債
務
の
不
履
行
」
が
判
断
さ
れ
る
段
階
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
よ
る
損

害
の
賠
償
責
任
を
債
務
者
に
帰
せ
し
め
る
要
件
で
あ
る
「
帰
責
事
由
」（
行
為
義
務
違
反
＝
過
失
）
は
、
原
則
と
し
て
既
に
存
在
す
る
と
考

え
る
。
学
説
に
は
、
帰
責
事
由
（
過
失
）
を
「
注
意
義
務
違
反
（S

orgfaltspflichtverletzung

）」
や
「
具
体
的
行
為
義
務
（
付
随
〔
的
注
意
〕

義
務
）
違
反
」
と
し
て
捉
え
る
見
解

（
80
）

が
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、「
自
動
車
の
修
理
に
不
備
が
あ
っ
た
」、「
運
送
を
約
束
し
た
品
物
を

損
傷
さ
せ
た
」、「
英
会
話
学
校
が
約
束
し
た
内
容
の
授
業
を
行
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
必
要
な
検
査
を
し
て
引

き
渡
す
」、「
適
切
な
方
法
で
運
送
す
る
」、「
適
切
な
授
業
を
実
施
す
る
」
と
い
っ
た
行
為
義
務
が
問
題
と
な
り
得
る
が
、
こ
れ
ら
は
給
付

結
果
の
保
護
を
目
的
と
す
る
「
付
随
的
義
務
」
の
内
容
を
構
成
す
る
も
の
だ
と
も
解
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
給
付
義
務
違
反

の
認
定
判
断
に
際
し
て
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
不
法
行
為
法
で
は
、
侵
害
行
為
・

結
果
に
対
す
る
直
接
的
な
帰
責
根
拠
と
し
て
注
意
義
務
違
反
は
妥
当
す
る
が
、
給
付
障
害
法
に
お
い
て
は
「
義
務
違
反
」
の
判
断
が
先
行

す
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
注
意
義
務
違
反
を
介
在
さ
せ
る
意
義
が
乏
し
い
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
当
事
者
が
予
見
で
き
な
い
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
ま
で
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
引
き
受
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
場
合
は
帰
責
事
由
は
な
い
と
し
て
賠
償
責
任
は
否
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
履
行
の
事
態
が
認
定
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、

）
九
九
九
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
〇

さ
ら
に
債
務
者
の
免
責
事
由
（
非
帰
責
事
由
）
の
存
否
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
基
本
的
に
は
、
債
務
者
の
予
見
可
能
性
・
結
果
回

避
可
能
性
が
な
い
不
可
抗
力
の
他
、
債
権
者
や
第
三
者
に
よ
る
行
為
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
医

師
の
診
療
義
務
に
関
す
る
医
療
水
準
や
、
弁
護
士
・
税
理
士
な
ど
の
専
門
家
と
し
て
の
業
務
水
準
も
、
こ
こ
で
考
慮
要
素
と
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
免
責
事
由
（
帰
責
事
由
の
不
存
在
）
の
証
明
責
任
は
債
務
者
が
負
う
こ
と
に
な
る
。

４
　
民
法
四
一
五
条
の
構
造

私
見
に
よ
る
と
、
四
一
五
条
一
項
本
文
の
「
債
務
の
不
履
行
」
と
は
、
給
付
義
務
違
反
な
い
し
保
護
義
務
違
反
と
し
て
判
定
さ
れ
る
給

付
実
態
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
で
、
賠
償
責
任
を
債
務
者
に
帰
せ
し
め
る
要
件
で
あ
る
「
帰
責
事
由
」
の
存
在
が
推

定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
不
履
行
の
判
定
に
対
し
当
事
者
が
予
見
で
き
な
い
よ
う
な
事
態
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
債
務
者
の

免
責
事
由
が
認
定
さ
れ
る
。
同
条
一
項
た
だ
し
書
で
「
契
約
そ
の
他
の
債
務
の
発
生
原
因
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
債
務
者

の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
」
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
債
務
不
履
行
の
態
様
に
課
さ
れ
る
免
責
ル
ー
ル
を
明
確
に

し
て
い
る
。
当
事
者
の
主
観
的
意
思
の
み
な
ら
ず
、
契
約
の
性
質
、
契
約
を
締
結
し
た
目
的
等
、
当
該
契
約
を
取
り
巻
く
諸
事
情
を
考
慮

し
て
定
ま
る
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
帰
責
構
造
の
理
解
は
、「
物
」
給
付
（
引
渡
債
務
）
の
場
合
に
も
整
合
す
る
で
あ
ろ
う
。

五
　
結

　
び

本
稿
で
は
、
役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
の
要
件
論
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
債
務
不
履
行
賠
償
論
を
踏
ま
え
、
近

）
九
九
九
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

三
一

時
の
ド
イ
ツ
民
法
（
給
付
障
害
法
）
理
論
を
参
考
に
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
債
務
不
履
行
賠
償
の
帰
責
要
件
は
、
契
約
義
務
構
造

の
分
析
に
立
脚
し
て
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
わ
が
国
に
お
い
て
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
過
失
責
任
主
義
に
対
す
る
批
判
は
、

役
務
提
供
給
付
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
当
を
得
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。

本
稿
は
、
債
務
不
履
行
賠
償
の
検
討
の
一
端
に
留
ま
る
が
、
役
務
提
供
契
約
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。
役
務

提
供
給
付
の
特
徴
を
前
提
と
す
る
性
質
決
定
や
類
型
化
は
、
役
務
提
供
契
約
法
の
構
築
へ
向
け
て
重
要
な
論
点
と
な
る
。
ま
た
、
役
務
提

供
者
責
任
に
関
し
て
も
、
損
害
賠
償
の
他
に
、
追
完
請
求
や
契
約
解
除
な
ど
の
諸
効
果
を
含
め
た
体
系
的
な
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
理
論
的
深
化
に
期
待
し
た
い
。

（
1
） 

「
サ
ー
ビ
ス
」
概
念
お
よ
び
「
サ
ー
ビ
ス
取
引
」
の
意
義
・
機
能
に
関
し
て
は
、
村
上
恭
一
「
サ
ー
ビ
ス
取
引
の
概
念
枠
組
」
流
通
研
究
八
巻

二
号
（
二
〇
〇
五
）
二
三
頁
以
下
、
小
宮
路
雅
博
「
サ
ー
ビ
ス
の
諸
特
性
と
サ
ー
ビ
ス
取
引
の
諸
課
題
」
経
済
研
究
（
成
城
大
学
）
一
八
七
号

（
二
〇
一
〇
）
一
四
九
頁
以
下
参
照
。

（
2
） 

一
般
に
は
、「
な
す
債
務
」
と
「
行
為
債
務
」
は
同
義
に
解
さ
れ
る
が
、「
な
す
債
務
」
は
、
引
渡
債
務
を
包
含
さ
せ
て
捉
え
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
、
ま
た
、
債
務
内
容
実
現
た
め
の
強
制
手
段
に
関
連
し
た
概
念
（
執
行
法
上
の
概
念
）
と
さ
れ
る
（
拙
著
『
契
約
責
任
の
構
造
と
射
程
─
完
全
性

利
益
侵
害
の
帰
責
構
造
を
中
心
に
─
』〔
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
〕
三
八
七
─
三
八
八
頁
参
照
）。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
契
約
関
係
に
お
け
る
当
事

者
の
行
為
態
様
（
行
為
義
務
）
の
面
を
強
調
す
る
意
味
か
ら
も
、
役
務
提
供
給
付
を
「
行
為
債
務
」
と
総
称
し
て
お
く
。

（
3
） 

拙
著
『
契
約
法
規
範
の
変
容
と
責
任
法
理
』（
成
文
堂
、
二
〇
二
二
）
三
二
二
─
三
二
三
頁
参
照
。

（
4
） 

役
務
提
供
契
約
の
特
質
と
提
供
者
責
任
に
関
す
る
筆
者
な
り
の
検
討
と
し
て
、
拙
著
・
前
掲
注（
２
）三
八
四
頁
以
下
、
拙
稿
「
役
務
（
サ
ー
ビ

ス
）
の
提
供
と
非
典
型
契
約
」
椿
＝
伊
藤
編
『
非
典
型
契
約
の
総
合
的
検
討
（
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
四
二
号
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
）
三
八
頁
以
下
、

同
「
役
務
提
供
契
約
の
特
質
と
提
供
者
責
任
の
構
造
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
五
二
巻
二
号
（
二
〇
一
五
）
一
頁
以
下
。

）
九
九
九
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
二

さ
ら
に
、
近
時
の
研
究
と
し
て
、
北
居
功
「
役
務
の
顧
客
適
合
性
─
履
行
プ
ロ
セ
ス
で
確
定
さ
れ
る
給
付
内
容
」
法
政
論
集
二
五
四
号

（
二
〇
一
四
）
四
五
九
頁
以
下
、
手
島
豊
「
役
務
提
供
契
約
」
安
永
＝
鎌
田
＝
能
見
監
『
債
権
法
改
正
と
民
法
学
Ⅲ
契
約
（
２
）』（
商
事
法
務
、

二
〇
一
八
）
二
九
九
頁
以
下
、
都
筑
満
雄
「
各
種
契
約
の
一
般
理
論
と
日
仏
の
契
約
法
改
正
─
役
務
提
供
契
約
に
つ
い
て
─
」
道
垣
内
＝
片
山
他
編

『
近
江
古
稀
・
社
会
の
発
展
と
民
法
学
［
下
巻
］』（
成
文
堂
、
二
〇
一
九
）
四
三
一
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
5
） 

潮
見
佳
男
「
債
権
法
改
正
と
債
務
不
履
行
の
『
帰
責
事
由
』」
法
曹
時
報
六
八
巻
三
号
（
二
〇
一
六
）
五
頁
、
八
─
九
頁
、
山
本
敬
三
「
契
約

責
任
法
の
改
正
─
民
法
改
正
法
案
の
概
要
と
そ
の
趣
旨
」
同
六
八
巻
五
号
（
二
〇
一
六
）
四
頁
、
一
一
頁
。
な
お
、
中
田
裕
康
「
損
害
賠
償
に
お
け

る
『
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
』」
瀬
川
＝
能
見
他
編
『
民
事
責
任
法
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
九
）
三
六
七

頁
以
下
参
照
。

（
6
） 

拙
著
・
前
掲
注（
２
）一
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
7
） 

ド
イ
ツ
給
付
障
害
法
の
規
定
構
造
お
よ
び
「
義
務
違
反
」・「
帰
責
事
由
」
概
念
に
関
す
る
議
論
の
詳
細
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
３
）一
〇
六
頁
以

下
参
照
。
本
稿
で
は
、「
行
為
債
務
」
に
関
す
る
議
論
を
中
心
に
分
析
・
検
討
を
加
え
る
。

（
8
） 

中
田
裕
康
「
債
権
法
に
お
け
る
合
意
の
意
義
」
新
世
代
法
政
策
学
研
究
八
号
（
二
〇
一
〇
）
二
頁
以
下
（
同
『
私
法
の
現
代
化
』〔
有
斐
閣
、

二
〇
二
二
〕
所
収
）、
同
『
契
約
法
〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
一
）
五
五
頁
以
下
参
照
。

（
9
） 

改
正
民
法
に
お
け
る
「
契
約
の
尊
重
（favor cotractus

）」
思
想
の
意
義
・
機
能
に
関
し
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
３
）一
頁
以
下
参
照
。

（
10
） 

な
お
、
河
上
正
二
「
債
権
法
講
義
［
各
論
］
４
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
三
八
号
（
二
〇
一
六
）
八
六
─
八
九
頁
も
参
照
。

（
11
） 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
３
）三
三
五
頁
以
下
参
照
。

（
12
） 

前
掲
注（
４
）所
掲
の
論
考
を
参
照
。

（
13
） 

北
居
教
授
は
、
履
行
プ
ロ
セ
ス
で
の
役
務
の
顧
客
適
合
性
（
役
務
内
容
が
顧
客
の
個
別
的
な
適
性
・
要
望
に
合
わ
せ
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
）
を

確
保
す
る
契
約
交
渉
ル
ー
ル
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
と
す
る
（
北
居
・
前
掲
注〔
４
〕四
七
七
─
四
七
八
頁
）。

（
14
） 

典
型
契
約
制
度
の
意
義
・
機
能
お
よ
び
混
合
・
非
典
型
の
契
約
類
型
の
本
性
に
関
し
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
３
）三
九
頁
以
下
参
照
。

（
15
） 

山
代
忠
邦
「
契
約
の
性
質
決
定
と
内
容
調
整
（
一
）（
二
）（
三
）（
四
）（
五
・
完
）
─
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
典
型
契
約
と
コ
ー
ズ
の
関
係
を

）
九
九
九
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

三
三

手
が
か
り
と
し
て
─
」
法
学
論
叢
一
七
七
巻
三
号
四
九
頁
以
下
、
同
五
号
四
八
頁
以
下
、
同
一
七
八
巻
三
号
四
八
頁
以
下
（
い
ず
れ
も
二
〇
一
五
）、

同
四
号
五
九
頁
以
下
、
同
一
七
九
巻
五
号
四
三
頁
以
下
（
い
ず
れ
も
二
〇
一
六
）、
森
田
修
『
契
約
の
法
性
決
定
』（
商
事
法
務
、
二
〇
二
〇
）
な
ど

参
照
。

（
16
） 
都
筑
・
前
掲
注（
４
）四
三
一
頁
以
下
、
森
田
宏
樹
「
契
約
」
北
村
編
『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
二
〇
〇
年
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
）
三
一
七
頁

以
下
な
ど
参
照
。

（
17
） 

拙
著
・
前
掲
注（
２
）一
四
五
─
一
四
六
頁
、
三
五
七
頁
以
下
参
照
。

（
18
） 

拙
著
・
前
掲
注（
２
）一
三
八
頁
以
下
、
三
一
〇
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注（
３
）三
一
九
頁
以
下
参
照
。

（
19
） 

民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解
・
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅴ
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
）
三
頁
以
下
、
民
事
法
研
究
会
編

集
部
編
『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
検
討
事
項
』（
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
一
）
六
三
三
頁
以
下
、
商
事
法
務
編
『
民
法
（
債
権
関

係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
の
補
足
説
明
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一
）
四
二
〇
頁
以
下
参
照
。

（
20
） 

商
事
法
務
『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
（
概
要
付
き
）（
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
四
三
号
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
）

一
八
一
頁
、
同
『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
）
四
九
九
頁
。

（
21
） 

法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
八
二
回
会
議
（
平
成
二
六
年
一
月
一
四
日
）
部
会
資
料
七
三
Ｂ
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関

す
る
要
綱
案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
た
検
討
（
９
）」
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
四
一
七
頁
。

（
22
） 

法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
九
三
回
会
議
（
平
成
二
六
年
七
月
八
日
）
部
会
資
料
八
一
─
三
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関

す
る
要
綱
仮
案
の
原
案
（
そ
の
３
）
補
充
説
明
」
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
二
二
頁
。
な
お
、
手
島
・
前
掲
注（
４
）三
〇
一
頁
以
下
、
吉
永
一
行
「
役
務
提
供
型
契

約
法
改
正
の
挫
折
─
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
の
議
論
の
分
析
」
産
大
法
学
四
八
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
五
）
一
頁
以
下
、
長
谷
川
貞

之
「
委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
『
受
任
者
の
利
益
』
─
債
権
法
改
正
過
程
か
ら
見
え
た
も
の
─
」
本
誌
八
五
巻
二
号
（
二
〇
一
九
）

七
二
頁
以
下
参
照
。

（
23
） 

商
事
法
務
・
前
掲
注（
20
）『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
』
一
三
五
頁
以
下
、
同
『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す

る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
』
三
九
二
頁
以
下
。

）
九
九
九
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
四

（
24
） 

法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
八
〇
回
会
議
（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
九
日
）
部
会
資
料
七
〇
Ａ
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に

関
す
る
要
綱
案
の
た
た
き
台
（
５
）」
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
六
七
頁
参
照
。

（
25
） 
民
法
四
一
五
条
の
改
正
経
緯
お
よ
び
規
律
構
造
に
関
し
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
３
）七
九
頁
以
下
参
照
。

（
26
） 
拙
著
・
前
掲
注（
３
）九
五
頁
以
下
。

（
27
） 

中
田
裕
康
『
債
権
総
論 

第
四
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
）
一
五
六
頁
。

（
28
） 

私
見
の
詳
細
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
３
）一
六
四
頁
以
下
参
照
。

（
29
） 

こ
れ
ま
で
の
瑕
疵
担
保
責
任
論
の
展
開
と
契
約
不
適
合
責
任
の
帰
責
構
造
、
今
後
の
議
論
の
展
開
可
能
性
に
関
し
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
３
）

二
五
一
頁
以
下
参
照
。

（
30
） 

拙
著
・
前
掲
注（
３
）二
九
六
─
二
九
九
頁
、
三
二
二
頁
以
下
参
照
。

（
31
） 

C
h

ristian
e W

en
d

eh
orst, D

as V
ertragsrecht der D

ienstleistungen im
 deutschen und künftigen europäischen R

echt, A
cP

 

206 

（2006

）, S
. 205ff.

周
知
の
よ
う
に
、
役
務
提
供
契
約
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
国
内
法
に
お
け
る
議
論
の
他
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
役
務
提
供
契
約

の
統
一
化
へ
向
け
た
動
向
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
サ
ー
ビ
ス
契
約
法
原
則
〔
Ｐ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｃ
〕、
共
通
参
照
枠
草
案
〔
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
〕
な
ど
）
も
顕
著
で
あ
る

（W
en

d
eh

orst, a. a. O
, S

. 281ff. ; H
a

n
n

es U
n

b
era

th
, D

er D
ienstleistungsvertrag im

 E
ntw

urf des G
em

einsam
en 

R
eferenzrahm

ens, Z
E

uP
 2008, S

. 745ff. ; C
h

ris J
an

sen, P
rinciples of E

uropean L
aw

 on S
ervice C

ontracts :  B
ackground, 

G
enesis, and D

rafting M
ethod ; T

h
om

as K
ad

n
er G

razian
o, D

ienstleistungsverträge im
 R

echt der S
chw

eiz, Ö
sterreichs und 

D
eutschlands im

 V
ergleich m

it den R
egelungen des D

raft C
om

m
on F

ram
e of R

eference, in : R
einhard Z

im
m

erm
ann 

〔H
rsg.

〕, 

S
ervice C

ontracts, 2010, pp. 43 et seq., S
. 59ff. ; M

arco B
. M

. L
oos, S

ervice C
ontracts, in : A

rthur S
. H

artkam
p / M

artijn W
. 

H
esselink / E

w
oud H

. H
ondius / C

hantal M
ak / C

. E
dgar du P

erron 

〔H
rsg.

〕, T
ow

ards a E
uropean C

ivil C
ode, F

ourth 

R
evised and E

xpanded E
dition 2011, pp. 757 et seq. 

邦
語
文
献
と
し
て
、
北
居
・
前
掲
注〔
４
〕四
六
六
頁
以
下
、
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ズ
・
マ

ク
ガ
イ
ア
ー
〈
訳 

大
中
有
信
〉「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
か
ら
共
通
参
照
枠
へ
〔
一
〕〔
二
・
完
〕
─
現
行
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
立
案
グ
ル
ー

）
九
九
九
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

三
五

プ
と
そ
の
基
盤
─
」
民
商
法
雑
誌
一
四
〇
巻
二
号
一
頁
以
下
、
同
三
号
四
二
頁
以
下
〔
い
ず
れ
も
二
〇
〇
九
〕、
寺
川
永
「
役
務
提
供
契
約
の
法
理

に
つ
い
て
の
覚
書
」
小
野
＝
滝
沢
他
編
『
松
本
還
暦
・
民
事
法
の
現
代
的
課
題
』〔
商
事
法
務
、
二
〇
一
二
〕
八
三
四
頁
以
下
な
ど
参
照
）。

（
32
） 
北
居
・
前
掲
注（
４
）四
六
一
頁
、W

endehorst, a. a. O
. （F

n. 31

）, S. 214ff. ; F
ilippo R

anieri, D
ienstleistungsverträge : R

echtsgeschichte 

und die italienische E
rfahrung, in : R

einhard Z
im

m
erm

ann 

（H
rsg.

）, S
ervice C

ontracts, 2010, S
. 2ff.

（
33
） 

R
an

ieri, a. a. O
. 

（F
n. 32

）, S
. 13ff.

（
34
） 

W
en

d
eh

orst, a. a. O
. 

（F
n. 31

）, S
. 233ff.

（
35
） 

一
木
孝
之
『
委
任
契
約
の
研
究
』（
成
文
堂
、
二
〇
二
一
）
七
頁
以
下
参
照
。

（
36
） 

W
en

d
eh

orst, a. a. O
. 

（F
n. 31

）, S
. 235 - 237.  

な
お
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
他
に
役
務
提
供
型
契
約
と
し
て
、
雇
用
に
準
ず
る
治
療
契
約

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
三
〇
ａ
条
以
下
）、
請
負
に
準
ず
る
旅
行
契
約
（
同
六
五
一
ａ
条
以
下
）、
仲
介
（
同
六
五
二
条
以
下
）、
寄
託
（
同
六
八
八
条
以
下
）
な

ど
を
規
定
す
る
。

（
37
） 

W
en

d
eh

orst, a. a. O
. 

（F
n. 31

）, S
. 246f.

（
38
） 

給
付
障
害
法
の
規
定
構
造
に
関
し
て
は
、C

lau
s - W

ilh
elm

 C
an

aris, D
as allgem

eine L
eistungsstörungsrecht im

 S
chuldrechtsm

o

dernisierungsgesetz, Z
R

P
 2001, S

. 329ff. ; D
an

iel Z
im

m
er, D

as neue R
echt der L

eistungsstörungen, N
JW

 2002, S
. 1ff. 

な
ど
参

照
。

（
39
） 

K
arl L

aren
z, L

ehrbuch des S
chuldrechts B

d.Ⅰ
A

llgem
einer T

eil, 14. A
ufl. 1987, S

. 7ff. ; J
oach

im
 G

ern
h

u
ber, H

andbuch 

des S
chuldrechts B

d. 8, 1989, S
. 6ff. ; D

ieter M
ed

icu
s, B

ürgerliches R
echt, 18. A

ufl. 1999, S
. 148ff. ; d

erselbe, S
chuldrechtⅠ

A
llgem

einer T
eil, 12. A

ufl. 2000, S
. 204f. 

な
ど
。

（
40
） 

V
olker E

m
m

erich, in : A
thenaum

 - Z
ivilrecht B

d.Ⅰ
G

rundlagen des V
ertrags - und S

chuldrechts, 1972, S
. 304ff. ; 

d
erselbe, D

as R
echt der L

eistngsstörungen, 4. A
ufl. 1997, S

. 37 - 40, 47f., 244 - 246, 248f. ; M
ü

n
ch

K
om

m
 - E

m
m

erich, 4. 

A
ufl. 2002, R

n. 52ff., 261ff. der V
orbem

. zu §
 275. ; E

sser - E
ike S

ch
m

id
t, S

chuldrecht B
d.Ⅰ

T
eilband 1, 8. A

ufl. 1995, S
. 

105ff. ; P
alan

d
tB

G
B

 - H
elm

u
t H

ein
rich

s, 60. A
ufl. 2001, R

n. 6f. zu vor §
 241, R

n. 23ff. zu §
 242. 

な
ど
。

）
九
九
九
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
六

（
41
） 

L
aren

z, a. a. O
. 

（F
n. 39

）, S
. 11f. ; E

ike S
ch

m
id

t, a. a. O
. 

（F
n. 40

）, S
. 105ff. 

な
ど
。

（
42
） 

保
護
義
務
論
の
詳
細
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
２
）一
九
頁
以
下
参
照
。

（
43
） 

H
ein

 K
ötz, V

ertragsrecht, 2. A
ufl. 2012, S

. 203ff. ; S
tau

d
in

gersB
G

B
 - D

irk O
lzen, 2015, R

n. 144ff., 153ff. zu §
 241.

（
44
） 

P
eter G

rösch
ler, D

ie notw
endige U

nterscheidung von L
eistungspflichten und N

ebenpflichten nach neuem
 S

chuldrecht, in : 

F
estschrift für H

orst K
onzen zum

 70. G
eburtstag, 2006, S

. 113 - 118, 120f.

（
45
） 

O
lzen, a. a. O

. 
（F

n. 43

）, R
n. 157 - 162. zu §

 241. ; H
an

s C
h

ristoph
 G

rigoleit, L
eistungspflichten und S

chutzpflichten, in 

: F
estschrift für C

laus - W
ilhelm

 C
anaris zum

 70. G
eburtstag B

d.Ⅰ
, 2007, S

. 276ff.

な
お
、
最
近
、
給
付
障
害
法
に
お
け
る
義
務
違
反
の
帰
責
構
造
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
壮
大
な
研
究
成
果
が
公
に
さ
れ
た
。
ゼ
ル
ツ
ェ
ー
ア

（S
elzer

）
は
、
債
務
法
現
代
化
法
の
制
定
過
程
で
の
義
務
違
反
概
念
め
ぐ
る
議
論
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
一
項
の
構
造
と
帰
責
原
理
、
行
為
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
同
二
四
一
条
一
項
〔（
主
・
従
の
）
給
付
義
務
〕・
二
項
〔
そ
の
他
の
行
為
義
務
（w

eitere V
erhaltenspflicht

）〕）
か
ら
逸
脱
し
た
行
為

（
＝
義
務
違
反
）
と
有
責
性
（V

erschulden
）
と
の
関
係
な
ど
の
諸
論
点
の
考
察
を
踏
ま
え
、
義
務
の
存
在
、
義
務
違
反
、
免
責
事
由
（
同
二
七
六

条
一
項
）
の
不
存
在
、
損
害
の
発
生
と
い
う
構
造
を
描
出
す
る
（D

irk S
elzer, P

flichtverletzung im
 L

eistungsstörungsrecht, 2022.

）。

（
46
） 

他
方
で
、
契
約
上
の
合
意
に
基
づ
く
保
証
ま
た
は
調
達
リ
ス
ク
の
引
き
受
け
と
い
う
結
果
的
に
は
過
失
と
は
無
関
係
な
責
任
も
併
存
し
て
規
定

す
る
。

（
47
） 

N
ils J

an
sen, D

ie S
truktur des H

aftungsrechts, 2003, S
. 440ff. ; M

ü
n

ch
K

om
m

 - S
tefan

 G
ru

n
d

m
an

n, 6. A
ufl. 2012, R

n. 

50ff. zu§
276.

（
48
） 

C
lau

s - W
ilh

elm
 C

an
aris, S

chuldrechtsreform
 2002, 2002, S

. 664.

（
49
） 

一
次
的
給
付
義
務
の
代
わ
り
（
不
履
行
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
）、
あ
る
い
は
そ
れ
と
併
存
す
る
も
の
（
遅
滞
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
）
が

二
次
的
給
付
義
務
で
あ
る
（L

aren
z, a. a. O

. 

〔F
n. 39

〕, S
. 9.

）。

（
50
） 

H
olger S

u
tsch

et, G
arantiehaftung und V

erschuldenshaftung im
 gegenseitigen V

ertrag, 2006, S
. 23ff., 250ff., 283ff.

（
51
） 

W
olfgan

g S
ch

u
r, L

eistung und S
orgfalt, 2001, S

. 78ff. ; W
in

fried
 - T

h
om

as S
ch

n
eid

er, A
bkehr vom

 V
erschuldensprinzip 

）
九
九
九
八
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

三
七

?, 2007, S
. 161ff., 289ff., 479f.

（
52
） 

な
お
、
被
用
者
の
労
働
関
係
上
の
義
務
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
証
明
責
任
を
負
う
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
九
ａ
条
）。
ま

た
、
治
療
契
約
（B

ehandlungsvertrag

）
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
治
療
お
よ
び
説
明
の
瑕
疵
に
関
す
る
証
明
に
つ
き
、
治
療
者
（
医
師
）
の
責
任

を
推
定
す
る
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
（
同
六
三
〇
ｈ
条
）。

（
53
） 

E
rm

an
B

G
B

 I - D
an

iel U
lber, 16. A

ufl. 2020, R
n. 66 - 68. zu§

280.

（
54
） 

U
lber, a. a. O

. 

（F
n. 53

）, R
n. 76 - 79. zu§

280. ; J
ü

rgen
 K

oh
ler, P

flichtverletzung und V
ertretenm

üssen - die 

bew
eisrechtlichen K

onsequenzen den neuen§
280 A

bs. 1 B
G

B
, Z

Z
P

 2005, S
. 30 - 38, 45f. ; S

tep
h

a
n

 L
oren

z, 

S
chuldrechtsreform

 2002 : P
roblem

schw
erpunkte drei Jahre dannach, N

JW
 2005, S

. 1890. ; S
tau

d
in

gersB
G

B
 - R

olan
d

 

S
ch

w
arze, 2019, R

n. D
10, D

21. zu§
280. ; D

ieter M
ed

icu
s /

 S
teph

an
 L

oren
z, S

chuldrechtⅠ
A

llgem
einer T

eil, 22. A
ufl. 2021, 

S
. 134f. ; G

rü
n

ebergB
G

B
 - C

h
ristian

 G
rü

n
eberg, 81. A

ufl. 2022, R
n. 35 - 37. zu§

280.

（
55
） 

G
rü

n
eberg, a. a. O

. 

（F
n. 54

）, R
n. 35. zu§

280.

（
56
） 

S
ch

w
arze, a. a. O

. 

（F
n. 54

）, R
n. F

55, F
64f., F

75. zu§
280.

（
57
） 

C
h

ristian
 K

atzen
m

eier, S
chuldrechtsm

odernisierung und S
chadensersatzrechtsänderung - U

m
bruch in der A

rzthaftung, 

V
ersR

 2002, S
. 1066f. ; A

n
d

reas S
pickh

off, D
as S

ystem
 der A

rzthaftung im
 reform

ierten S
chuldrecht, N

JW
 2002, S

. 2532f. ; 

G
erald

 S
pin

d
ler /

 O
liver R

ieckers, D
ie A

usw
irkungen der S

chuld - und S
chadensrechtsreform

 auf die A
rzthaftung, JuS

 

2004, S
. 273. 

な
お
、R

ein
er S

ch
u

lze /
 M

artin
 E

bers, S
treitfragen im

 neuen S
chuldrecht, JuS

 2004, S
. 269f. 

参
照
。

治
療
契
約
に
関
し
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
三
〇
ａ
条
～
六
三
〇
ｈ
条
に
規
定
さ
れ
る
。
医
学
的
治
療
に
関
す
る
治
療
者
（
医
師
）
と
患
者
と
の
間
の
契

約
を
雇
用
契
約
の
特
別
類
型
と
し
て
位
置
づ
け
（
同
六
三
〇
ｂ
条
参
照
）、
治
療
者
の
情
報
提
供
・
説
明
義
務
、
診
療
記
録
、
治
療
過
程
の
証
明
責

任
な
ど
に
関
し
て
定
め
て
い
る
。

（
58
） 

S
ch

w
arze, a. a. O

. 

（F
n. 54

）, R
n. F

56ff. zu§
280. ; S

pickh
off, a. a. O

. 

（F
n. 57

）, S
. 2535 - 2537. ; d

erselbe, D
ie 

E
ntw

icklung des A
rztrechts 2004 / 2005, N

JW
 2005, S

. 1698f.

）
九
九
九
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
八

（
59
） 

S
pin

d
ler /

 R
ieckers, a. a. O

. 

（F
n. 57

）, S
. 274f.

（
60
） 

S
ch

w
arze, a. a. O

. 

（F
n. 54

）, R
n. F

71. zu§
280.

（
61
） 

L
oren

z, a. a. O
. 

（F
n. 54

）, S
. 1890. ; S

ch
w

arze, a. a. O
. 

（F
n. 54

）, R
n. D

10, D
21, F

38f., F
42. zu§

280. ; M
ed

icu
s /

 L
oren

z, 

a. a. O
. 

（F
n. 54

）, S
. 135. ; G

rü
n

eb
erg, a. a. O

. 

（F
n. 54

）, R
n. 37. zu§

280. ; V
olk

er E
m

m
erich

, D
as R

echt der 

L
eistungsstörungen, 6. A

ufl. 2005, S
. 316f. ; M

ü
n

ch
K

om
m

 - W
olfgan

g E
rn

st, 9. A
ufl. 2022, R

n. 154. zu§
280. 

な
お
、
売
買
目
的

物
の
瑕
疵
結
果
損
害
の
場
合
も
、
帰
責
根
拠
と
し
て
行
為
義
務
違
反
を
問
題
と
す
る
見
解
が
あ
る
（K

oh
ler, a. a. O

. 

〔F
n. 54

〕, S
. 34 - 38. 

）。

（
62
） 

C
lau

s - W
ilh

elm
 C

an
aris, D

ie R
eform

 des R
echts der L

eistungsstörungen, JZ
 2001, S

. 523. ; H
an

s S
toll, N

otizen zur 

N
euordnung des R

echts der L
eistungsstörungen, JZ

 2001, S
. 593. 

な
ど
。
拙
著
・
前
掲
注（
２
）一
一
八
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注（
３
）

一
一
〇
頁
以
下
参
照
。

（
63
） 

C
lau

s - W
ilh

elm
 C

an
aris, D

ie N
euregelung des L

eistungsstörungs - und des K
aufrechts, in : E

gon L
orenz 

（H
rsg.

）, 

K
arlsruher F

orum
 2002 : S

chuldrechtsm
odernisierung, 2003, S

. 29f. 

参
照
。
な
お
、
拙
著
・
前
掲
注（
３
）一
三
九
頁
以
下
参
照
。

（
64
） 

M
artin

 J
osef S

ch
erm

aier, vor§
276. Z

ivilrechtliche V
erantw

ortlichkeit, in : M
athias S

chm
oeckel / Joachim

 R
ückert / 

R
einhard Z

im
m

erm
ann 

（H
rsg.

）, H
istorisch - kritischer K

om
m

entar zum
 B

G
B

 B
d.Ⅱ

, 2007, S
. 1039f. 

ま
た
、
過
失
は
、
具
体
的
な

行
為
者
の
個
々
の
能
力
で
は
な
く
、
当
該
取
引
領
域
に
お
け
る
標
準
的
な
構
成
員
の
能
力
か
ら
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
が
、
手
工
業
者
に
あ
っ
て
は
、

標
準
的
な
能
力
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
主
観
的
非
難
可
能
性
か
ら
判
断
さ
れ
る
（D

irk L
oosch

eld
ers, S

chuldrecht A
llgem

einer 

T
eil, 19. A

ufl. 2021, S
. 192 - 194.

）。

（
65
） 

M
edicus / L

orenz, a. a. O
. （F

n. 54

）, S. 147. （
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
三
条
は
、
同
二
七
六
条
の
よ
う
な
「
回
り
道
（U

m
weg

）」
を
必
要
と
し
な
い
と
い

う
） ; S
pickhoff, a. a. O

. 

（F
n. 57

）, S.2535. ; S
ebastian H

enke, D
ie O

bligation im
 deutschen und französischen L

eistungsstörungsrecht, 

2022, S
. 124ff.

（
66
） 

S
ch

u
lze /

 E
bers, a. a. O

. 

（F
n. 57

）, S
. 269f.

（
67
） 

S
pin

d
ler /

 R
ieckers, a. a. O

. 

（F
n. 57

）, S
. 273 - 275. 

参
照
。

）
九
九
九
九
（



役
務
提
供
給
付
（
行
為
債
務
）
の
不
履
行
賠
償
責
任
（
長
坂
）

三
九

（
68
） 

S
teph

an
 L

oren
z, S

chuldrechtsm
odernisierung - E

rfahrungen seit dem
 1. Januar 2002, in : E

gon L
orenz 

（H
rsg.

）, 

K
arlsruher F

orum
 2005, 2006, S

. 37 - 40.
（
69
） 

T
h

om
as R

ieh
m

, P
flichtverletzung und V

ertretenm
üssen - Z

ur D
ogm

atik der§
§

280ff. B
G

B
 -, in : F

estschrift für C
laus 

- W
ilhelm

 C
anaris zum

 70. G
eburtstag B

d.Ⅰ
, 2007, S

. 1088 - 1092, 1094 - 1096, 1103.

（
70
） 

D
irk L

oosch
eld

ers, D
er B

ezugspunkt der V
ertretenm

üssen bei S
chadensersatzansprüchen w

egen M
angelhaftigkeit der 

K
aufsache, in : F

estschrift für C
laus - W

ilhelm
 C

anaris zum
 70. G

eburtstag B
d.Ⅰ

, 2007, S
. 738 - 742. ; d

erselbe, S
chuldrecht 

A
llgem

einer T
eil, 12.  A

ufl. 2014, S
. 194. 

同
旨
の
見
解
と
し
て
、Ilaria S

y, P
flichtverletzung und V

ertretenm
üssen beim

 

S
chadensersatz statt der L

eistung, 2010, S
. 17 - 20, 26 - 29.

（
71
） 

L
oosch

eld
ers, a. a. O

. 
（F

n. 70

）, S
chuldrecht A

llgem
einer T

eil, S
. 194. 

同
旨
の
見
解
と
し
て
、E

rn
st, a. a. O

. 

（F
n. 61

）, R
n. 

148. zu§
280.

（
72
） 

同
旨
の
見
解
と
し
て
、U

lber, a. a. O
. 

（F
n. 53

）, R
n. 78. zu§

280. ; S
ch

w
arze, a. a. O

. 

（F
n. 54

）, R
n. D

10, D
21. zu§

280. ; 

C
an

aris, a. a. O
. 

（F
n. 62

）, S
. 512. ; H

orst E
h

m
an

n
 /

 H
olger S

u
tsch

et, M
odernisiertes S

chuldrecht, 2002, S
. 69ff., 87f. ; 

C
h

ristian
 Z

ieglm
eier, D

ie neuen „S
pielregeln “ des§

280Ⅰ
2 B

G
B

, JuS
 2007, S

. 703. ; N
om

osK
om

m
 - B

arbara D
au

n
er - L

ieb, 

B
G

B
 S

chuldrecht B
d. 2/1, 4. A

ufl. 2021, R
n. 38. zu§

280. 

な
ど
。

（
73
） 

中
田
裕
康
「
現
代
に
お
け
る
役
務
提
供
契
約
の
特
徴
（
中
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
七
九
号
（
一
九
九
五
）
三
四
頁
（
同
『
継
続
的
取
引
の
研
究
』〔
有
斐

閣
、
二
〇
〇
〇
〕
所
収
）、
浦
川
道
太
郎
「
サ
ー
ビ
ス
契
約
に
お
け
る
消
費
者
被
害
の
救
済
─
不
完
全
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
役
務
提
供
者
責
任
─
」

鎌
田
＝
来
生
他
編
『
岩
波
講
座 

現
代
法
13
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
）
二
二
〇
頁
な
ど
参
照
。

（
74
） 

河
上
正
二
「
商
品
の
サ
ー
ビ
ス
化
と
役
務
の
欠
陥
・
瑕
疵
（
上
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
九
三
号
（
一
九
九
六
）
八
─
一
二
頁
。

（
75
） 

浦
川
・
前
掲
注（
73
）二
二
一
頁
、
長
尾
治
助
「
サ
ー
ビ
ス
の
欠
陥
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
の
契
約
責
任
─
消
費
者
契
約
を
中
心
と
し
て
─
」
中

川
他
編
『
星
野
古
稀
・
日
本
民
法
学
の
形
成
と
課
題 

下
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
）
七
七
三
─
七
七
四
頁
。

（
76
） 

雇
用
契
約
の
安
全
配
慮
義
務
に
関
し
て
も
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
債
権
者
（
使
用
者
＝
他
人
の
労
務
を
受
領
す
る
者
）
が
債
務
者
の
生

）
九
九
九
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

四
〇

命
・
身
体
の
安
全
を
配
慮
す
べ
き
義
務
で
あ
る
点
で
、
そ
の
性
質
・
構
造
を
異
に
す
る
（
高
橋
眞
『
安
全
配
慮
義
務
の
研
究
』〔
成
文
堂
、

一
九
九
二
〕
一
四
一
頁
以
下
）。

（
77
） 
な
お
、
給
付
義
務
と
履
行
過
程
に
お
け
る
債
務
者
の
給
付
行
為
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
議
論
が
あ
る
（
拙
著
・
前
掲
注〔
２
〕二
九
二
頁
以
下

参
照
）。

（
78
） 

契
約
債
務
関
係
の
構
造
把
握
に
関
し
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
２
）二
九
二
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注（
３
）一
八
〇
頁
以
下
、
拙
稿
「
契
約
上
の
義

務
概
念
の
拡
張
と
債
務
関
係
構
造
─
ド
イ
ツ
民
法
理
論
を
素
材
に
し
て
─
」『
伊
藤
傘
寿
・
現
代
私
法
規
律
の
構
造
』（
第
一
法
規
、
二
〇
一
七
）

二
九
頁
以
下
参
照
。

（
79
） 

詳
細
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
２
）三
一
〇
頁
以
下
、
四
〇
四
頁
以
下
参
照
。

（
80
） 

ド
イ
ツ
で
は
、
過
失
の
構
成
要
件
で
あ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
七
六
条
二
項
の
「
注
意
（S

orgfalt

）」
に
関
し
て
、
外
的
注
意
（Ä

ußere S
orgfalt

）

と
内
的
注
意
（Innere S

orgfalt
）
に
分
け
て
検
討
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
前
者
は
、
目
的
に
適
っ
た
行
為
、
規
範
に
よ
り
命
じ
ら
れ
た
行
為
か
否

か
と
い
っ
た
判
断
で
あ
り
、
過
失
概
念
に
関
わ
る
。
後
者
は
、
個
々
人
に
よ
る
注
意
の
評
価
で
あ
り
、
あ
る
情
況
下
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
か
、
当
該
情
況
下
で
は
結
果
を
予
見
で
き
た
と
い
っ
た
判
断
に
関
わ
り
、
有
責
性
要
素
と
さ
れ
る
（E

rw
in

 D
eu

tsch, D
ie 

F
ahrlässigkeit im

 neuen S
chuldrecht, A

cP
 202 

〔2002

〕, S
. 903f. ; d

erselbe, D
ie M

edizinhaftung nach dem
 neuen S

chuldrecht 

und dem
 neuen S

chadensrecht, JZ
 2002, S

. 589, 591.

な
ど
）。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
対
し
て
は
批
判
も
あ
り
、
共
通
の
理
解
に
は

至
っ
て
い
な
い
（S

pickh
off, a. a. O

. 

〔F
n. 57

〕, S
, 2535f.

）。

ま
た
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
過
失
は
債
務
者
の
具
体
的
行
為
義
務
（
付
随
〔
的
注
意
〕
義
務
）
違
反
と
し
て
捉
え
る
傾
向
も
み
ら
れ
た
（
北
川

善
太
郎
「
債
務
不
履
行
に
お
け
る
有
責
性
」
法
学
論
叢
一
一
八
巻
四
・
五
・
六
号
〔
一
九
八
六
〕
一
一
一
─
一
一
三
頁
、
前
田
達
明
『
口
述
債
権
総

論 

第
三
版
』〔
成
文
堂
、
一
九
九
三
〕
一
三
六
─
一
三
七
頁
な
ど
）。

）
九
九
九
九
（




